


３
月
７
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
、
村
中

町
長
と
北
川
教
育
長
か
ら
令
和
４
年
度
に
向
け
た
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ら
な
る
集
積
率
の
増
加
を
目
指

し
、
今
後
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
担
い
手
が
行
う
生
産
基
盤
の
強

化
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

　

所
得
を
確
保
す
る
青
果
物
へ
の

取
り
組
み
は
、
一
層
重
要
に
な
る

と
考
え
ま
す
。
作
付
け
拡
大
や
品

質
向
上
な
ど
、
農
業
者
や
農
業
団

体
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

３
期
目
を
迎
え
た
冬
い
ち
ご
の

生
産
に
つ
い
て
、
課
題
を
一
つ
一

つ
解
決
さ
れ
、
今
期
は
初
期
生
育

で
の
株
づ
く
り
に
重
点
が
置
か
れ

ま
し
た
。
収
穫
は
、
前
年
よ
り
２

週
間
程
度
遅
れ
た
も
の
の
順
調
に

推
移
し
、
高
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
生
産
者
や

農
協
、
研
究
機
関
、
町
が
一
体
と

な
り
、
冬
い
ち
ご
の
栽
培
技
術
確

立
に
努
め
ま
す
。

　

昨
年
、「
ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご
」
が

誕
生
し
て
１
０
０
年
を
迎
え
、
実

行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
町
内

飲
食
店
と
連
携
し
た
「
ぴ
っ
ぷ
い

ち
ご
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実

施
や「
ぴ
っ
ぷ
い
ち
ご
サ
イ
ダ
ー
」

の
開
発
な
ど
の
記
念
事
業
が
実
施

さ
れ
、
町
内
外
へ
の
認
知
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度

も
一
部
の
事
業
を
継
続
し
、「
ぴ
っ

ぷ
い
ち
ご
」の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

花
き
は
、
緊
急
事
態
宣
言
な
ど

が
発
出
さ
れ
る
度
に
販
売
環
境
が

す
。

　

本
町
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し

ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

本
年
度
中
に
策
定
す
る
「
比
布
町

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
登
載

し
ま
す
。

　

令
和
６
年
に
は
、
開
拓
の
鍬
が

下
ろ
さ
れ
て
か
ら
１
３
０
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
比

布
町
を
10
年
後
、
20
年
後
、
そ
し

て
、
１
０
０
年
後
の
未
来
の
子

ど
も
た
ち
に
も
引
き
継
ぐ
た
め
、

様
々
な
行
政
課
題
の
解
決
に
向
け

て
一
つ
一
つ
着
実
に
前
進
で
き
る

よ
う
、
町
政
を
進
め
ま
す
。

　

以
下
、
施
策
の
概
要
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

児
童
福
祉
は
、
保
育
希
望
の
低

年
齢
化
が
今
後
も
見
込
ま
れ
る
た

め
、
く
る
み
保
育
園
及
び
う
れ
し

ぱ
保
育
園
ぴ
っ
ぷ
と
も
連
携
し
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
円
滑
な
入
所
と

健
や
か
に
過
ご
せ
る
保
育
環
境
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

　

入
園
前
の
支
援
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
こ
ど
も

の
ひ
ろ
ば
を
開
催
し
、
育
児
相
談

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に

努
め
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
各
保
育

園
や
上
川
中
部
こ
ど
も
通
園
セ
ン

タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

　

う
れ
し
ぱ
保
育
園
ぴ
っ
ぷ
は
、

本
年
度
に
移
転
が
予
定
さ
れ
、
３

歳
未
満
児
の
受
入
体
制
の
整
備
が

さ
ら
に
図
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

く
る
み
保
育
園
の
園
舎
建
設

は
、
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園

で
き
る
よ
う
、
事
業
主
体
の
社
会

福
祉
法
人
大
悲
会
と
協
議
を
継
続

し
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、
施

設
規
模
や
経
営
展
望
な
ど
、
調
査

研
究
す
る
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
。多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
早

期
の
認
定
こ
ど
も
園
開
園
に
向
け

て
議
論
を
深
め
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
は
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
支
援
体
制
を
構
築
し
、
本

年
度
よ
り
近
隣
４
町
で
上
川
中
部

福
祉
事
務
組
合
を
共
同
開
設
し
ま

す
。
開
設
後
も
、
上
川
中
部
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
き
た
よ
ん
」

を
中
心
に
、
利
用
者
へ
の
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
図
り
、
さ
ら
な

る
支
援
体
制
の
充
実
と
サ
ー
ビ
ス

の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
発
達
段
階
に
応
じ
て
求
め
ら
れ

る
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、

主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と

協
働
し
て
学
ぶ
態
度
を
育
成
し
、

「
生
き
る
力
」
を
義
務
教
育
９
年

間
で
育
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
基
本
と
な
る「
確
か
な
学
力
」

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の

調
和
の
と
れ
た
質
の
高
い
教
育
を

提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
学

習
活
動
な
ど
を
生
涯
に
わ
た
り
楽

し
み
、
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
教
育
行

政
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
現
在
の
小
・
中

学
校
を
「
義
務
教
育
学
校
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
小
中
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
づ
く
り
指

針
に
基
づ
き
、
義
務
教
育
９
年
間

の
系
統
性
を
踏
ま
え
た
一
貫
性
の

あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。　

　

ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
基
盤
と
し
た
地
域
と
の
相
互

連
携
を
図
り
、
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン

を
全
体
で
共
有
し
、
地
域
と
と
も

に
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
自
主
的
に
学
び

続
け
ら
れ
る
機
会
を
提
供
し
、「
誰

に
で
も
開
か
れ
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
、
行
政
が
つ
な
が
る
社
会
教

育
の
推
進
」
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

「
運
動
と
食
に
よ
る
脳
の
活
性

化
事
業
（
ピ
ピ
カ
ツ
事
業
）」
は
、

全
世
代
に
対
し
、
運
動
が
苦
手
な

人
に
も
、
楽
し
い
と
思
え
る
取
り

組
み
を
広
げ
な
が
ら
、
食
に
よ
る

健
康
づ
く
り
も
推
進
し
ま
す
。

　

老
朽
化
す
る
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
、
計
画
的
な
改
修
を
行
い
、
適

切
な
維
持
管
理
と
効
率
的
な
運
営

に
努
め
ま
す
。

　

近
年
は
、
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
農
産
物
の
需
要
の
落
ち
込
み
や

資
材
・
燃
油
価
格
の
高
騰
な
ど
新

た
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
水
田
対
策
の
見
直
し

を
予
定
し
、
今
後
の
農
業
の
行
方

を
左
右
し
か
ね
な
い
大
き
な
見
直

し
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
生
産
者

や
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、

地
域
農
業
再
生
協
議
会
を
中
心

に
、
本
町
農
業
の
方
向
性
に
つ
い

て
議
論
を
重
ね
ま
す
。

　

外
食
産
業
な
ど
の
需
要
が
減
少

し
、
生
産
者
は
、
主
食
用
米
か
ら

飼
料
用
米
な
ど
へ
の
緊
急
的
な
作

付
転
換
に
努
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
米
価
下
落
が
現
実
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
も
活
用
し
な
が
ら
次

期
作
へ
の
営
農
経
費
の
一
部
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や

生
産
者
と
連
携
し
、
需
要
に
応
じ

た
生
産
を
推
進
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
農
協
と
男
山

株
式
会
社
が
協
力
し
、
比
布
町
産

酒
造
好
適
米
を
使
用
し
た
地
酒
が

発
売
さ
れ
ま
し
た
。「
必
ず
富
む
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
「
必ぴ

っ

ぷ富
」

と
命
名
さ
れ
た
お
酒
を
、
ぜ
ひ
町

民
の
皆
様
に
も
ご
賞
味
い
た
だ

き
、
贈
答
品
な
ど
に
も
ご
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
流
動
化
対
策
は
、
流
動
化

が
促
進
さ
れ
、
担
い
手
へ
の
集
積

率
が
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
対
策
最
終
年
と
し
て
さ

大
き
く
左
右
さ
れ
る
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
本
年
度
も
技
術
向
上
と

生
産
者
育
成
強
化
の
た
め
、
生
産

振
興
会
の
活
動
に
支
援
し
ま
す
。

　

畜
産
は
、
外
食
需
要
や
国
内
消

費
の
動
向
に
よ
り
、
い
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
が
続
き
、
畜
産

振
興
会
と
情
報
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
家
畜
導
入
な
ど
に
対
す
る

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

日
本
型
直
接
支
払
制
度
は
、
組

織
に
お
け
る
共
同
活
動
や
生
産
条

件
の
改
善
並
び
に
低
減
農
薬
農
業

推
進
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
は
、
農
地
や
水
路
な

ど
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
方
法

の
検
討
や
地
域
課
題
の
共
有
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
活
動
組
織

の
広
域
組
織
へ
移
行
で
き
る
よ

う
、
大
雪
土
地
改
良
区
と
と
も
に

推
進
主
体
と
し
て
協
力
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
分
野
も
持
続
可

能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

動
き
が
あ
り
ま
す
。
本
町
も
学
校

給
食
で
の
有
機
農
産
物
の
活
用
や

付
加
価
値
を
生
む
可
能
性
を
秘
め

た
有
機
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

　

土
地
改
良
事
業
は
、
注
目
さ
れ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め
る

上
で
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
生
産
基

盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
事
業
で

　

本
町
の
人
口
は
、
令
和
２
年
の

国
勢
調
査
で
ピ
ー
ク
時
の
約
４
割

と
な
る
３
、
５
２
０
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
都
市
部

へ
の
人
口
集
中
と
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
み
、
過
去
に
例
の
な
い

極
め
て
難
し
い
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
私
た
ち
の
生
活
を
大
き
く
変

化
し
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
長
期

間
に
わ
た
り
マ
ス
ク
着
用
や
手
指

消
毒
な
ど
自
主
的
な
ご
努
力
に
心

よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。「
拓
進
地
区
」
は
、
事
業
の

円
滑
な
推
進
と
早
期
の
完
了
に
向

け
、
引
き
続
き
農
家
負
担
の
軽
減

対
策
を
講
じ
ま
す
。「
旭
地
区
」は
、

本
年
、
地
区
の
一
部
で
実
施
計
画

の
策
定
が
開
始
さ
れ
ま
す
。　
　

　

新
規
就
農
や
親
元
就
農
へ
の
支

援
は
、
次
代
を
担
う
農
業
者
や
関

係
機
関
と
積
極
的
に
情
報
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
創
造
力
に
満
ち

た
担
い
手
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
は
、
町
有
林
の
伐
採
を
進

め
る
と
と
も
に
伐
採
跡
地
の
植

栽
、
保
育
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
旭
川
市
森
林
組
合
と
連
携

し
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
な

が
ら
、
林
道
な
ど
の
環
境
保
全
事

業
や
民
有
林
整
備
推
進
事
業
に
よ

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
キ
ツ
ネ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る

被
害
防
止
の
た
め
、
猟
友
会
や
警

察
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対

応
し
ま
す
。
ヒ
グ
マ
の
出
没
は
、

防
災
行
政
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
迅
速
に
情
報
提
供
す
る
な

ど
、
注
意
喚
起
を
継
続
し
ま
す
。

　

商
工
業
は
、
引
き
続
き
、
国
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
事
業
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
や
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
業
務

改
善
、
売
上
向
上
対
策
の
取
り
組

み
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

【特集】 今年のまちづくり
令
和
４
年
度

町
政
執
行
方
針

【
育
】（
子
育
て
）

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

【
職
】（
し
ご
と
）

働
く
人
を
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り

村中 一徳 町長
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【特集】 今年のまちづくり

ま
た
、
商
工
会
に
対
す
る
運
営
支

援
を
継
続
し
て
行
い
、
商
工
会
と

連
携
し
た
事
業
者
の
経
営
改
善
や

地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　

「
良
佳
プ
ラ
ザ
・
遊
湯
ぴ
っ
ぷ
」

は
、
２
度
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受

け
、
延
べ
68
日
間
の
臨
時
休
業
と

な
り
、厳
し
い
運
営
状
況
で
す
が
、

お
客
様
の
評
価
は
非
常
に
高
く
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
に
は
管
理
者
の
努

力
が
実
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
運
営
し
て
い
く
方
向
で
検

討
し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
も
69

日
間
の
臨
時
休
業
期
間
が
あ
り
、

来
場
者
数
は
前
年
度
よ
り
約
25
％

減
少
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
場

も
、
最
終
的
な
来
場
者
数
は
前
年

度
に
比
べ
て
約
10
％
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
キ
ャ
ン

プ
用
品
な
ど
の
販
売
や
比
布
川
遊

歩
道
周
辺
の
草
刈
り
整
備
、
四
輪

バ
ギ
ー
体
験
事
業
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
来
場
者
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

　

ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
は
、
雪
不
足

に
よ
る
オ
ー
プ
ン
の
遅
れ
と
、
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
発
出
さ

れ
、
大
会
の
中
止
や
ス
キ
ー
授
業

の
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
が
相
次
ぎ
、

昨
シ
ー
ズ
ン
に
比
べ
て
厳
し
い
運

営
で
す
。

　

次
の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
シ
ー

ズ
ン
券
の
早
期
販
売
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
店
と
の
連

携
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
集

客
を
図
り
、
安
心
・
安
全
に
楽
し

め
る
ス
キ
ー
場
を
目
指
し
ま
す
。

　

良
佳
村
エ
リ
ア
全
体
の
共
通
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
な
ど
情

報
発
信
を
強
化
し
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
も
視
野
に
入
れ
た
集
客
力
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

 

町
営
住
宅
は
、
新
規
の
建
設
を

休
止
し
、
本
年
度
は
、
北
町
令
和

団
地
Ｂ
棟
の
外
構
及
び
構
内
通
路

の
整
備
、
新
町
団
地
の
解
体
工
事

及
び
ふ
れ
あ
い
団
地
Ｃ
棟
の
屋
上

防
水
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。　
　

　

本
年
よ
り
「
第
２
期
比
布
町
空

き
家
等
対
策
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
に
外
観
目
視
に
よ
る

調
査
を
終
え
た
結
果
、
空
き
家
と

推
定
さ
れ
る
建
物
は
約
２
２
０
戸

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
本
年
度
か
ら
戸
建
て
所
有
者

や
空
き
家
購
入
者
に
対
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
を
実
施
し
、
増
え

続
け
る
空
き
家
を
活
用
し
た
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

著
し
く
危
険
な
状
態
の
空
き
家

は
、
空
き
家
等
対
策
協
議
会
か
ら

の
意
見
を
基
に
、「
特
定
空
き
家
」

に
認
定
し
た
不
良
住
宅
に
対
し
て

の
解
体
費
補
助
も
行
っ
て
い
ま

す
。
流
動
化
な
ど
の
条
件
も
あ
り

ま
す
が
、
流
動
化
対
策
を
講
じ
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

本
年
５
月
頃
に
は
全
町
で
光
回

線
が
使
用
可
能
と
な
り
、
情
報
通

信
格
差
の
解
消
が
図
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
宅
建
協
会
旭
川
支
部
に
加

盟
の
不
動
産
仲
介
業
者
な
ど
と
の

連
携
を
図
り
、
移
住
や
関
係
人
口

の
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
大
作
戦
」

は
、
こ
れ
ま
で
42
組
が
本
町
に
訪

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
年
間
は
、

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
受
付
を

中
止
し
た
期
間
も
あ
り
ま
し
た

が
、
本
町
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
な
ど
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
事

業
の
検
証
も
行
い
ま
す
。

 
本
町
の
高
齢
化
率
は
40
％
を
超

え
、
移
動
手
段
を
持
た
な
い
方
を

対
象
と
し
た
高
齢
者
等
移
動
支
援

事
業
「
ぴ
ぴ
た
く
」
や
冬
の
生
活

を
守
る
除
雪
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
細

や
か
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

「
ぴ
ぴ
た
く
」
は
、
本
年
度
よ

り
障
が
い
の
あ
る
方
の
対
象
要
件

を
一
部
拡
大
し
、
さ
ら
な
る
福
祉

の
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
引
き
続
き
感
染

対
策
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、「
ふ

ま
ね
っ
と
運
動
」
を
は
じ
め
、
各

種
介
護
予
防
事
業
や
地
域
資
源
を

活
用
し
、
重
度
化
の
抑
制
と
健
康

寿
命
の
延
伸
に
努
め
ま
す
。

　

「
三
平
サ
ロ
ン
」
で
は
、
さ
ら

に
多
く
の
皆
様
が
ご
利
用
で
き
る

よ
う
、
ス
ペ
ー
ス
拡
大
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
見
守
り
体
制
は
、
見
守

る
側
の
高
齢
化
な
ど
の
担
い
手
不

足
に
あ
り
、
厳
し
い
状
況
で
す
。

町
民
の
健
康
意
識
を
高
め
、
自
ら

介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
互
い
に

見
守
り
が
で
き
る
「
お
互
い
様
」

の
関
係
づ
く
り
と
意
識
づ
く
り
の

構
築
を
図
り
ま
す
。

　

成
人
保
健
事
業
は
、
若
い
う
ち

か
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
実
践
、
継

続
で
き
る
よ
う
、「
運
動
」
や
「
食
」

な
ど
の
健
康
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
期
の

方
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
予

防
と
介
護
予
防
の
両
面
か
ら
健
康

を
支
え
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
は
、
妊
娠
中
に

急
な
体
調
変
化
が
お
こ
り
移
動
手

段
が
無
い
場
合
に
、
救
急
車
で
医

療
機
関
へ
搬
送
す
る
「
妊
婦
サ

ポ
ー
ト
１
１
９
」
事
業
を
本
年
度

か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
は
、
娠

を
希
望
さ
れ
る
方
の
経
済
的
負
担

を
支
援
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

は
、
今
後
も
、
町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
の
個
別
接
種
と
並
行
し

て
集
団
接
種
の
場
を
確
保
し
、
希

望
す
る
全
て
の
方
が
接
種
で
き
る

よ
う
体
制
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
１
市
９
町
の
連
携
協
定
を
活

用
し
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
小

児
へ
の
接
種
に
つ
い
て
も
開
始
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

の
医
療
機
器
の
更
新
に
つ
い
て
、

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
初
期
診
断
に
も
必
要

な
一
般
Ｘ
線
撮
影
装
置
の
更
新
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
保
険
給

付
費
は
、
医
療
費
の
分
析
や
各
種

適
正
化
対
策
に
取
り
組
み
、
健
康

診
査
や
保
健
指
導
、
各
種
検
診
受

診
を
今
後
も
促
進
し
、
医
療
費
の

抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

町
道
の
整
備
は
、
15
号
道
路
の

舗
装
再
整
備
工
事
、
南
団
地
道
路

改
良
工
事
の
調
査
設
計
及
び
整
備

工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
継

続
事
業
の
北
１
線
道
路
排
水
路
更

新
工
事
、
道
路
区
画
線
標
示
工
事

な
ど
を
実
施
し
、
安
全
な
町
道
の

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

除
排
雪
は
、
円
滑
な
除
排
雪
体

制
の
確
立
を
図
り
、
安
全
な
冬
期

交
通
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

橋
梁
は
、
北
１
線
跨
道
橋
と
北

４
線
跨
道
橋
の
長
寿
命
化
補
修
設

計
を
行
い
、
鉄
道
併
行
２
号
橋
の

補
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

治
水
対
策
は
、
集
中
豪
雨
に
よ

る
被
害
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、

10
号
沢
川
の
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

工
事
を
継
続
実

施
し
、
河
川
の
環
境
整
備
と
道
路

排
水
の
機
能
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
増
圧
ポ
ン

プ
場
の
電
気
設
備
等
更
新
工
事
を

実
施
し
、
良
質
な
水
道
水
の
安
定

供
給
に
努
め
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
よ
り
よ
い
交
通
体

系
の
構
築
に
向
け
て
検
討
を
重

ね
、
町
内
無
料
送
迎
バ
ス
を
廃
止

す
る
代
わ
り
と
し
て
、
道
北
バ
ス

ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
線
の
ル
ー
ト
変

更
や
新
た
な
移
動
支
援
車
の
導
入

な
ど
、
一
定
の
方
向
性
を
取
り
ま

と
め
た
結
果
を
、
昨
年
の
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
で
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
場
を
設
け
、

交
通
事
業
者
と
も
協
議
を
進
め
、

本
年
度
か
ら
順
次
、
持
続
可
能
な

交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
道
北
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
北
海

道
は
、
外
出
自
粛
要
請
な
ど
に
よ

り
経
営
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、

沿
線
自
治
体
な
ど
が
相
応
の
負
担

を
し
て
い
ま
す
。
本
町
は
、
路
線

維
持
の
た
め
一
定
程
度
の
支
援
が

必
要
と
判
断
し
て
い
ま
す
が
、
財

政
負
担
が
益
々
増
大
し
な
い
よ

う
、
北
海
道
や
旭
川
市
と
と
も
に

公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
、
利
用

実
態
に
合
っ
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
も
進
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
は
、
本
年
４
月

11
日
に
町
内
の
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
」
連
続
１
、
５
０
０
日
が
達
成

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
警
察
や
交

通
安
全
指
導
員
と
連
携
し
、
交
通

安
全
運
動
期
間
の
啓
発
強
化
や
飲

酒
運
転
撲
滅
運
動
、
高
齢
者
へ
の

交
通
安
全
講
話
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
行
政
に
つ
い
て
、
本
町
で

は
、
令
和
２
年
に
続
き
、
昨
年
も

尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
火
災
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
職
員
の
教

育
研
修
や
訓
練
を
重
ね
、
各
種
災

害
や
救
急
要
請
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
消
防
・
防
災
体
制
や
防
火
啓

発
活
動
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

消
防
団
活
動
の
必
要
性
を
啓
発

し
、
消
防
団
員
の
定
員
確
保
に
努

め
、
研
修
や
訓
練
を
通
し
て
活
動

の
強
化
を
進
め
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る

「
住
民
参
画
」「
人
材
育
成
」「
健

全
な
行
財
政
」「
情
報
発
信
」
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
町
民
の
皆

様
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
方
創
生
応
援
税
制
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、「
運
動
と

食
に
よ
る
脳
の
活
性
化
事
業
」
な

ど
へ
の
充
当
を
目
指
し
、
企
業
の

皆
様
に
本
町
の
地
方
創
生
に
向
け

た
取
り
組
み
に
ご
理
解
と
ご
賛
同

を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
営
業
を
進
め
ま
す
。

　

運
動
と
食
に
よ
る
脳
の
活
性
化

事
業
は
、
本
年
度
も
、
大
学
な
ど

の
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
協

力
を
進
め
、
保
健
福
祉
課
や
教
育

委
員
会
な
ど
が
主
体
と
な
り
具
体

的
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
２
名

に
は
、
事
業
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
、
年
代
毎
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

４
年
目
を
迎
え
た
旧
比
布
中
学

【
住
】（
住
ま
い
）

快
適
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

【
安
】（
安
全
・
安
心
）

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
の
達
成
を
確
実
な
も
の

に
す
る
た
め
の
基
本
的
な
取
組
み
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援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
、
切

れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
教
育
が
行

わ
れ
る
よ
う
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
と
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
や

支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
夢
や
希
望

を
実
現
さ
せ
る
意
欲
や
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
て
必
要
と
な

る
資
質
・
能
力
を
育
む
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
一

貫
性
の
あ
る
教
育
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
次
世
代
型
夏
期

講
習
『
楽
し
み
な
が
ら
考
え
を
深

め
る
「
あ
し
た
の
寺
子
屋
」
事

業
』
を
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な
時

間
に
、
好
き
な
「
学
び
」
を
選
択

し
て
多
様
な
年
代
の
子
ど
も
た
ち

と
接
点
を
つ
く
り
、
地
域
教
育
の

課
題
を
解
決
で
き
る
能
力
を
育
み

ま
す
。

　

君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
は
、
一
流
選
手
に
よ
る
技
術
指

導
な
ど
の
部
活
動
支
援
や
心
に
響

く
道
徳
講
演
会
を
開
催
し
、
将
来

の
生
き
方
や
進
路
を
選
択
す
る
能

力
を
育
成
し
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着

と
誇
り
の
持
て
る
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

　

後
期
課
程
の
首
都
圏
修
学
旅
行

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
、
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
北
海
道
内

で
の
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
す
。

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た

地
域
と
相
互
連
携
を
図
る
学
校
を

つ
く
り
ま
す
。

　

身
体
的
・
精
神
的
発
達
へ
の
対

応
や
学
校
が
抱
え
る
困
難
な
課
題

の
解
決
、
教
員
の
基
礎
学
力
保
障

の
必
要
性
に
対
す
る
意
識
の
向
上

な
ど
、
全
教
職
員
が
９
年
間
の
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
関
わ
り
、
社

会
で
生
き
る
た
め
の
必
要
な
力
を

確
実
に
身
に
つ
け
る
教
育
の
実
践

に
努
め
ま
す
。

　

保
育
園
と
学
校
の
円
滑
な
接
続

の
推
進
に
は
、
相
互
の
教
育
の
理

解
と
共
有
が
重
要
で
あ
り
、
実
り

多
い
生
活
と
学
習
が
展
開
で
き
る

よ
う
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
を
図

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
評
価

を
反
映
し
た
学
校
運
営
に
努
め
、

教
育
活
動
や
学
校
行
事
で
の
活

躍
・
様
子
な
ど
を
学
校
だ
よ
り
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
な
ど

で
積
極
的
に
発
信
し
、
町
全
体
で

情
報
の
共
有
を
図
る
「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
」
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　

安
全
教
育
は
、
通
学
路
の
安
全

点
検
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、
街
頭
指
導

を
定
期
的
に
実
施
し
、
危
険
箇
所

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
警
察
、
道
路
管
理
者
な
ど
各

教
育
行
政
執
行
方
針

　

本
年
度
か
ら
、現
在
の
小
学
校
・

中
学
校
を
義
務
教
育
学
校
「
比
布

町
立
比
布
中
央
学
校
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

義
務
教
育
学
校
は
、
９
年
間
に

お
け
る
多
様
な
人
々
や
多
く
の
知

識
な
ど
自
分
一
人
や
家
族
で
は
、

出
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
様
々
な

経
験
を
通
じ
て
、
求
め
ら
れ
る
力

（
生
き
る
力
）
を
身
に
つ
け
る
場

と
し
て
位
置
づ
け
、
未
来
を
見
据

え
た
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

 

義
務
教
育
修
了
後
は
、
通
学
費

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
費
な

ど
、
ご
家
庭
の
負
担
が
大
き
く
な

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
か
ら
、
毎

年
、
高
校
生
一
人
当
た
り
３
万
円

を
支
給
す
る
「
高
校
就
学
支
援
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
が
続
く
中
、
感
染
症
対

策
を
徹
底
し
て
取
り
組
み
、安
心
・

安
全
な
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
新
し
い

生
活
様
式
の
実
践
に
向
け
た
き
め

細
や
か
な
指
導
・
助
言
、
外
部
人

材
の
配
置
に
よ
る
指
導
体
制
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
学
び
を
止
め
な

い
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。 

　　

確
か
な
学
力
の
育
成
は
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
各
種
学

力
検
査
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
な

ど
の
結
果
分
析
か
ら
、
教
育
課
程

の
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
５
年
生
以
上
に
基

礎
的
な
読
む
力
を
測
定
・
診
断
す

る
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
て
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
学
力
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

　

前
期
課
程
は
、
長
期
休
業
中
に

学
習
支
援
事
業
を
行
い
、
補
習
学

習
を
中
心
に
学
力
向
上
と
学
習
習

慣
定
着
に
努
め
ま
す
。

　

後
期
課
程
は
、
民
間
学
習
塾
に

よ
る
学
力
向
上
対
策
事
業
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
ゼ
ミ
」
を
引
き
続
き
開
講

し
、
学
力
向
上
に
努
め
ま
す
。　
　
　

　

特
別
支
援
教
育
は
、
教
育
的
支

　

英
語
教
育
は
、
教
員
の
指
導
力

の
向
上
と
、
外
国
語
指
導
助
手
に

よ
る
教
育
活
動
の
充
実
を
図
り
、

前
期
課
程
の
各
学
年
の
授
業
支
援

な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
の
情
報
化
は
、
一
人
一
台

端
末
環
境
の
実
現
に
伴
い
、
学
習

機
会
の
保
障
に
向
け
た
取
り
組
み

や
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
指
導
の

充
実
を
図
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
持
ち
帰
り
を
考
慮
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
学
習
支
援
の
研
究
を

積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
・
児
童
虐
待

へ
の
対
応
は
、
望
ま
し
い
人
間
関

係
を
築
く
力
を
育
み
、
い
じ
め
の

積
極
的
な
認
知
と
対
応
や
不
登
校

の
初
期
段
階
か
ら
の
組
織
的
・
計

画
的
な
支
援
を
進
め
る
ほ
か
、
児

童
虐
待
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の

迅
速
な
連
携
な
ど
、
未
然
防
止
や

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
ま

す
。
併
せ
て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
、
子
ど
も
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
相
談
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

「
健
や
か
な
体
」
の
育
成
は
、

意
欲
や
気
力
な
ど
精
神
面
の
充

実
、
学
習
能
力
の
向
上
に
も
関
わ

る
こ
と
か
ら
、
体
育
の
授
業
や
休

み
時
間
で
の
遊
び
、
少
年
団
・
部

活
動
な
ど
を
通
し
て
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
る

よ
う
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
本
町

の
「
運
動
と
食
に
よ
る
脳
の
活
性

化
」
事
業
と
も
連
携
を
図
り
、
運

動
習
慣
の
定
着
や
生
活
習
慣
の
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

　

食
育
の
推
進
に
は
、「
給
食
だ

よ
り
」
の
発
行
や
生
活
リ
ズ
ム

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
の
取

り
組
み
な
ど
、
家
庭
や
地
域
と
連

携
し
て
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
望
ま
し
い
食
習
慣
の
改
善
・
定

着
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、
有
機
農
産
物
の

活
用
を
検
討
し
、
給
食
費
に
上
乗

せ
支
援
し
て
地
元
食
材
や
ミ
ネ
ラ

ル
豊
富
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま

す
。

　　

比
布
中
央
学
校
の
教
育
目
標

を
「
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
、
他

者
と
共
に
よ
り
よ
く
生
き
る
～
グ

ロ
ー
バ
ル
・
Ａ
Ｉ
時
代
を
生
き
抜

く
た
め
に
～
」
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

校
「
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
バ
イ
・
ヴ
ォ

レ
ア
ス
」
の
施
設
改
修
は
、「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
も
有
効
活

用
し
な
が
ら
、
包
括
連
携
協
定
に

基
づ
き
運
営
会
社
と
の
協
力
事
業

を
進
め
ま
す
。

　

令
和
元
年
に
Ｐ
Ｉ
Ｐ
相
互
応
援

大
使
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

ピ
ッ
プ
株
式
会
社
で
は
、本
年
は
、

「
ピ
ッ
プ
エ
レ
キ
バ
ン
」
が
発
売

さ
れ
て
か
ら
50
周
年
を
迎
え
、

様
々
な
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
事
業
連
携
を
進
め
、
さ

ら
な
る
相
互
の
知
名
度
や
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
１
月
に
、
旭
川
市
と
本
町

を
含
む
上
川
管
内
中
央
部
８
町

が
、「
旭
川
大
雪
圏
域
連
携
中
枢

都
市
圏
」
の
協
約
を
結
び
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
が
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
や
必
要
な
生
活
機
能
の

確
保
に
つ
な
が
る
「
二
次
救
急
医

療
」
な
ど
34
事
業
で
連
携
を
図
り

ま
す
。

　

中
学
３
年
生
の
授
業
「
比
布
町

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
提
案

の
あ
り
ま
し
た
、
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

動
画
配
信
は
、
役
場
若
手
職
員
の

企
画
に
よ
り
「
ぴ
っ
ぷ
ｙ
ａ
ｋ
ｕ

ｂ
ａ
！
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
部
」
を
立
ち

上
げ
、
町
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し

て
昨
年
11
月
か
ら
配
信
を
始
め
ま

し
た
。
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
若
者
目
線
で

町
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

町
税
は
昨
年
度
よ
り
２
０
５
万

円
少
な
い
３
億
２
０
３
５
万
３
千

円
を
計
上
し
、
そ
の
う
ち
町
民
税

は
給
与
所
得
が
例
年
並
み
、
農
業

所
得
は
米
の
販
売
単
価
な
ど
の
影

響
か
ら
減
少
、
個
人
・
法
人
と
も

に
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
固

定
資
産
税
は
、
家
屋
は
新
増
築
分

が
滅
失
分
を
上
回
る
こ
と
か
ら
増

加
し
、増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

町
税
の
滞
納
額
は
、
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
滞
納
解

消
と
収
納
率
向
上
に
一
層
努
め
、

上
川
広
域
滞
納
整
理
機
構
と
も
連

携
し
体
制
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
で
は
、
役
場
組
織

の
機
構
改
革
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
職
員
の
健
康
保
持
や
組
織
活

力
の
向
上
の
た
め
、
職
員
の
働
き

方
改
革
を
推
進
し
、
本
年
度
は
５

名
の
職
員
を
採
用
予
定
で
す
。
他

町
と
比
較
し
て
も
決
し
て
多
く
な

い
状
況
で
す
が
、
組
織
間
の
連
携

を
密
に
し
、
役
場
が
町
民
の
皆
様

の
役
に
立
つ
場
所
と
し
て
機
能
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
算
は
、
一
般
会
計

が
37
億
５
、
４
０
０
万
円
で
、
昨

年
度
よ
り
５
、
９
０
０
万
円
の
減

少
と
な
り
、
特
別
会
計
を
含
め
た

予
算
総
額
は
53
億
５
、
３
６
８
万

円
で
、
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
２
・

17
％
、
１
億
１
、
８
７
１
万
円
の

減
少
で
す
。

　

地
方
財
政
計
画
で
は
、
地
域
社

会
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
化
の

推
進
、
消
防
・
防
災
力
の
強
化
な

ど
の
重
要
課
題
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
一
般
財
源
総
額
は
、
前
年
を

上
回
る
額
を
確
保
し
、
本
町
の
地

方
交
付
税
は
、
前
年
比
３
・
93
％

増
の
18
億
５
、
０
０
０
万
円
を
計

上
し
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
健
全
な
状

態
に
あ
る
も
の
の
、
将
来
見
込
ま

れ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
や
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
へ
の
投

資
に
備
え
、
経
常
経
費
の
削
減
や

事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竣
工
後
60
年
を
超
え
た

役
場
庁
舎
の
改
築
に
向
け
具
体
的

な
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
し
、
地
方
の
経

済
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
運
営
で
す
が
、
今
、
比
布
町
に

暮
ら
す
皆
様
が
「
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
今
日
の
豊
か
で
素
晴
ら
し
い

こ
の
町
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
げ
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
執
行
方
針
と
し
ま

す
。

北川 範之 教育長

社
会
で
活
き
る
力
の
育
成

豊
か
な
人
間
性
と

健
や
か
な
体
の
育
成

連
携
・
協
働
に
基
づ
く

学
校
づ
く
り
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本
町
の
体
育
施
設
で
老
朽
化
の

進
ん
で
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
計
画
的

に
整
備
を
行
い
、
町
民
が
安
心
し

て
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
の
で
き
る
施
設
運
営
に
努
め
ま

す
。
本
年
度
は
、
体
育
館
・
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
、
外

壁
塗
装
、
プ
ー
ル
の
上
屋
シ
ー
ト

改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

当
た
り
前
の
日
常
生
活
が
大
き

く
変
わ
り
、
予
測
す
る
こ
と
が
難

し
い
時
代
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
多
様
な
学
び
と
安
心
な
居
場

所
を
築
く
と
と
も
に
、
こ
の
逆
境

や
制
約
を
受
け
身
で
は
な
く
変
革

の
扉
と
と
ら
え
、
一
人
ひ
と
り
が

新
た
な
夢
や
目
標
を
描
き
追
い
続

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、学
校
・

家
庭
・
地
域
・
行
政
と
の
連
携
を

一
層
強
め
、
子
ど
も
た
ち
の
「
学

び
」
と
「
育
ち
」
を
し
っ
か
り
と

守
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
自
ら
の

よ
さ
と
可
能
性
を
引
き
出
す
個
別

最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を

一
体
的
に
実
現
し
、
ふ
る
さ
と
比

布
へ
の
誇
り
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
、
そ
し
て
豊
か
な
創
造
力
を
備

え
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
の
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
機
運
を

盛
り
上
げ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、「
子
ど
も
運
動
教

室
」
や
「
水
泳
教
室
」、「
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
レ
ー
ス
大
会
」、「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ラ
リ
ー
」、「
プ
ー
ル
運
動

会
」
な
ど
を
実
施
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
幼
児
期
か
ら
楽
し
み
な
が

ら
意
欲
的
に
運
動
に
親
し
み
、
運

動
能
力
の
基
礎
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

多
目
的
室
内
運
動
場
の
夏
期
期

間
の
活
用
と
し
て
、
室
内
遊
具
を

設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
休
日
や

夏
季
休
業
中
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
工
夫
し
ま
す
。

　

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
や
ス
キ
ー
学
校
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
な
ど
関
係
者
の

協
力
の
も
と
、「
町
民
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
」を
は
じ
め
、

学
校
の
ス
キ
ー
授
業
や
ス
キ
ー
少

年
団
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、「
町
民
ス
キ
ー
大
会
」
な
ど

各
種
大
会
を
開
催
し
て
、
ス
キ
ー

場
の
利
用
促
進
と
町
民
の
冬
季
の

健
康
増
進
を
図
り
、
親
子
や
家
族

で
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
振
興
に
努
め
ま
す
。

も
に
、３
歳
児
に
も
本
を
贈
呈
し
、

幼
児
期
か
ら
本
に
親
し
む
機
会
を

増
や
す
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実

し
ま
す
。

　

学
校
図
書
室
の
蔵
書
の
巡
回
整

理
や
学
校
・
保
育
園
・
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
へ
団
体
貸
し
出
し
を
行
う

な
ど
、「
第
２
次
比
布
町
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、

社
会
全
体
で
子
ど
も
の
読
書
活
動

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の

た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、 

幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
生
涯
を
通
じ
て
そ

の
健
康
や
体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
明
る
く
豊
か
で
活
力

の
あ
る
社
会
を
形
成
す
る
う
え
で

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
「
体
育
協
会
」
を
は
じ
め
、
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
す
る
ほ
か
、
誰
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

な
ど
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
や
軽
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
る
機
会
を
計

画
し
、
仲
間
づ
く
り
や
世
代
間
交

流
、
地
域
間
交
流
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
町
の
「
運
動
と
食

に
よ
る
脳
の
活
性
化
」
事
業
と
も

と
そ
の
情
報
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
町
民
共
有
の
財
産
と
し

て
収
集
・
保
存
に
努
め
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
文
化
資

料
を
通
し
て
、
身
近
に
先
人
の
苦

労
や
豊
か
な
知
識
に
触
れ
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む
事

業
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
・
文
化
財
の
管
理

体
制
を
一
層
充
実
さ
せ
、
郷
土
資

料
館
や
旧
鈴
木
邸
の
適
正
な
営
繕

と
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

図
書
館
活
動
は
、
蔵
書
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
図
書
館
ま
つ

り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
多
種
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
定
期
的
な
特

設
展
の
開
催
、
各
種
情
報
の
提
供

な
ど
、
魅
力
的
な
図
書
館
の
運
営

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
図
書
室
と
の
シ

ス
テ
ム
連
携
を
図
り
、
読
書
環
境

整
備
・
充
実
な
ど
の
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
ひ
ろ

が
り
文
庫
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
会
な
ど
地
域
人
材
を
活
用
し

た
取
り
組
み
の
普
及
に
努
め
ま

す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
本

年
度
か
ら
４
か
月
健
診
児
を
対
象

に
、
ひ
ろ
が
り
文
庫
の
協
力
を
得

な
が
ら
図
書
館
で
実
施
す
る
と
と

習
の
内
容
充
実
を
図
り
、
魅
力
あ

る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
学
び
が
地
域
の
中
で
広

く
生
か
さ
れ
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
く
よ

う
、
交
流
や
触
れ
合
い
が
深
め
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

公
民
館
・
分
館
事
業
は
、
町
民

の
大
切
な
学
び
・
交
流
の
場
と
し

て
、
自
主
的
な
文
化
活
動
や
趣
味

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各

種
講
座
や
教
室
を
開
設
し
て
活
動

の
場
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
情
報

紙
「
ま
な
び
っ
ぷ
」
の
発
行
と
内

容
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

文
化
活
動
の
中
核
的
な
役
割
を

担
う
「
文
化
連
盟
」
と
連
携
し
て
、

町
民
の
自
主
的
な
文
化
活
動
が
一

層
充
実
す
る
よ
う
、
町
民
文
化
祭

な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
芸
術
・
文

化
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
図

書
館
や
遊
湯
ぴ
っ
ぷ
に
お
け
る
作

品
展
示
な
ど
、
町
民
が
身
近
に
芸

術
・
文
化
に
親
し
む
・
触
れ
合
う

機
会
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
物
の
芸
術
や
文
化

に
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
子
ど
も

た
ち
や
町
民
を
対
象
に
芸
術
鑑
賞

会
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

歴
史
的
文
化
の
保
存
・
伝
承
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
歴
史
的
・
文

化
的
資
源
で
あ
る
郷
土
文
化
資
料

関
係
機
関
と
連
携
し
て
通
学
路
の

安
全
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
に
、
保
護
者
向
け
の

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
「
マ
チ
コ

ミ
」
を
活
用
し
、
自
然
災
害
な
ど

に
よ
る
臨
時
休
校
な
ど
緊
急
時
の

連
絡
、
不
審
者
情
報
、
ク
マ
の
出

没
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
迅
速
に

対
応
し
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
本
年
度
、

マ
イ
ク
ロ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
更
新

す
る
予
定
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
、
委

託
業
者
と
綿
密
な
連
絡
体
制
を
図

り
、
安
全
を
最
優
先
し
た
運
行
に

努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
と
連
携

し
乗
車
マ
ナ
ー
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
指
導
に

努
め
ま
す
。

　

「
第
６
次
比
布
町
社
会
教
育
中

期
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び

の
機
会
や
芸
術
・
文
化
に
親
し
む

機
会
の
提
供
に
努
め
、
学
ん
だ
成

果
を
生
活
や
地
域
活
動
に
活
か
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

家
庭
教
育
支
援
の
充
実
は
、
す

べ
て
の
教
育
は
家
庭
教
育
が
原
点

で
あ
り
、
子
ど
も
の
望
ま
し
い
生

活
習
慣
や
生
活
能
力
、
人
に
対
す

る
信
頼
感
、
豊
か
な
情
操
、
他
人

に
対
す
る
思
い
や
り
、
基
本
的
な

倫
理
観
、
自
尊
心
や
自
立
心
、
社

会
的
な
マ
ナ
ー
な
ど
を
身
に
つ
け

て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
の
教

育
力
の
向
上
に
向
け
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
学
校
支
援

地
域
本
部
の
効
果
的
な
推
進
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域

全
体
で
支
え
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

「
ぶ
っ
く
ん
寺
子
屋
」
は
、
学

校
と
連
携
し
た
学
習
支
援
事
業
に

改
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
、
元

教
員
な
ど
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
大
学
生
・
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち

の
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
と
学
力

向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
通
年
寺
子
屋
「
ほ
く
れ

い
塾
」
は
、
４
年
生
か
ら
６
年
生

を
対
象
に
、学
習
指
導
や
英
会
話
、

体
験
的
な
学
習
、
運
動
な
ど
の
多

種
多
様
な
学
習
を
提
供
し
、「
自

ら
考
え
て
行
動
で
き
る
子
ど
も
た

ち
」
を
目
指
し
て
育
み
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
家
庭

や
学
校
に
代
わ
る
生
活
の
場
・
成

長
の
場
と
し
て
も
開
設
し
、
家
庭

や
学
校
と
常
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
児
童
ク
ラ
ブ
内
で
過
ご
す
時

間
に
つ
い
て
、
自
ら
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
な
ど
を
考
え
、
行
動
で
き
る

よ
う
支
援
し
、
明
る
く
楽
し
い
運

営
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年

会
館
の
老
朽
化
や
児
童
ク
ラ
ブ
に

通
う
子
ど
も
た
ち
の
人
数
増
に
よ

る
狭

き
ょ
う
あ
い

隘
か
ら
、
施
設
の
改
修
ま
た

は
移
転
も
検
討
し
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
学
校

支
援
地
域
本
部
の
充
実
、
公
民
館

等
社
会
教
育
機
能
を
生
か
し
た
子

ど
も
と
大
人
に
よ
る
主
体
的
な
地

域
課
題
の
解
決
、
将
来
の
地
域

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
青
少
年
の
健
全

育
成
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
自
然
体
験
学
習
」

を
実
施
し
、
地
域
の
教
育
資
源
な

ど
を
活
用
し
た
幅
広
い
学
習
を
通

し
て
、
心
身
の
健
全
な
育
成
を
図

り
、
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力

に
よ
り
世
代
間
交
流
や
自
ら
学
ぶ

楽
し
さ
を
育
む
貴
重
な
場
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

「
白
寿
大
学
」
を
引
き
続
き
、

開
設
し
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で

意
欲
を
持
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と

の
喜
び
を
体
験
し
な
が
ら
、
生
き

が
い
の
あ
る
人
生
観
の
確
立
と
社

会
参
加
を
目
指
し
て
、
主
体
的
な

活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
集
合
学

学
び
を
活
か
す

地
域
社
会
の
実
現
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令和４年度の一般会計は、昨年より１.５５％減の

３７億５,４００万円になりました。

また、６つの特別会計の総額は１５億９,９６８万円で、

昨年より５,９７０万７千円減少し、一般会計をあわせた

全会計の総額は５３億５,３６８万円で、昨年より

１億１,８７０万７千円減少しています。

詳しい各種事業については、広報ぴっぷ４月号に

折り込みの「今年の予算の使い道」をご覧ください。

 令和４年度全会計の状況

※「一般会計」欄は平成24年度から令和２年度までは歳入決算額、令和３年度は決算見込み額、令和４年度は当初予算額
※「地方交付税①」欄は、「一般会計」のうちの普通交付税額と特別交付税額の合計

 一般会計の交付税額等の推移

約158万円（昨年 約156万円）

55億5,668万円（昨年56億2,927万円）

（令和３年度末全会計借金残高見込み額）

÷ 3,522人

（本年２月末現在住民基本台帳等登録数）

町民一人当たりの借金（町債）額

 令和４年度一般会計の状況

４

３

２

元

30

29

28

27

26

25

24

※端数処理により 100％にならない場合があります。

一般会計は１. ５５％減　 ３７億５,４００万円
令和４年

度予算
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◆
町
長
行
政
一
般
報
告

諸
工
事
の
発
注
状
況

　

令
和
３
年
度
諸
工
事
の
発
注
状

況
は
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

本
町
で
は
、
２
月
６
日
か
ら
12

日
ま
で
の
１
週
間
を
ピ
ー
ク
に
感

染
者
が
急
増
し
、
多
く
の
町
民
の

方
が
感
染
し
ま
し
た
。
感
染
拡
大

は
、
町
内
施
設
で
の
集
団
的
な
感

染
が
主
な
要
因
で
す
が
、
上
川
保

健
所
の
調
査
対
象
外
の
施
設
の
た

め
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
認
定
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
に
よ
る
支
援
物
資
の
支

給
事
業
が
遅
延
し
た
こ
と
か
ら
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ

り
、
町
独
自
に
支
給
事
業
を
実
施

し
、
２
月
28
日
現
在
で
69
件
、
90

人
の
方
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
１

月
か
ら
医
療
従
事
者
へ
の
個
別
接

種
を
開
始
し
、
２
月
か
ら
は
65
歳

以
上
の
方
か
ら
順
次
前
倒
し
で
の

接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
28
日
現
在
で
３
回
目
の
接

種
を
完
了
さ
れ
た
方
は
、
６
５
４

人
で
、
接
種
率
は
21
・
８
％
で
す
。

　

３
月
か
ら
は
、
町
立
診
療
所
で

の
個
別
接
種
と
併
せ
て
集
団
接
種

も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
小
児
専
門
医
の
協
力

が
必
要
な
た
め
、
旭
川
市
と
の
連

携
協
定
に
基
づ
き
、
５
月
頃
か
ら

の
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

観
光
施
設
の
利
用
状
況

　

２
月
末
現
在
の
ス
キ
ー
場
リ

フ
ト
収
入
は
６
、
２
４
３
万
２
千

円
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
て
、

６
９
１
万
１
千
円
減
の
90
・
０
％

で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
前
年
よ

り
も
13
日
遅
い
12
月
23
日
か
ら
一

部
オ
ー
プ
ン
し
、
ナ
イ
タ
ー
営
業

は
25
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

営
業
開
始
が
遅
れ
た
分
、
12
月

末
は
前
年
を
大
き
く
下
回
り
ま
し

た
。
１
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
大
会

の
中
止
や
団
体
の
活
動
自
粛
、
ス

キ
ー
授
業
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ

り
、
１
月
27
日
か
ら
は
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
が
発
出
さ
れ
、

一
般
の
方
の
来
場
に
も
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
シ
ー

ズ
ン
は
ナ
イ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
２

回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ナ
イ

タ
ー
リ
フ
ト
券
を
５
０
０
円
で
販

売
す
る
ナ
イ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

の
効
果
も
あ
り
、
ナ
イ
タ
ー
の

輸
送
人
員
が
前
年
に
比
べ
約
６
、

０
０
０
人
増
加
し
た
こ
と
は
、
明

る
い
話
題
で
す
。

　

ま
た
、
遊
湯
ぴ
っ
ぷ
の
２
月
末

の
利
用
状
況
は
、
総
入
館
者
数

６
万
５
、
２
５
９
人
で
前
年
同
期

に
比
べ
１
、
９
２
２
人
少
な
い
、

97
・
１
％
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。
昨
年
11
月
か
ら
今
年
１
月
に

か
け
て
、
北
海
道
に
よ
る
「
ど
う

み
ん
割
」
と
町
独
自
の
補
助
事
業

を
活
用
し
た
宿
泊
割
引
が
行
わ

れ
、
宿
泊
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の

令
和
元
年
の
同
月
比
を
上
回
る
利

用
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
下
旬
以
降
は
感
染
拡
大
が

大
き
く
影
響
し
、
２
月
は
、
前
年

比
80
・
９
％
で
令
和
元
年
比
で
は

70
・
０
％
と
な
り
、
依
然
と
し
て

感
染
状
況
に
よ
り
来
館
者
数
が
大

き
く
左
右
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
備
え
、
町
と
し
て
し
っ
か
り
と

支
え
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
行
政
一
般
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

１
月
の
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ

る
新
規
感
染
者
が
急
速
に
増
加

し
、
北
海
道
も
「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」
が
１
月
27
日
か
ら
、

２
度
に
わ
た
っ
て
延
長
さ
れ
３
月

21
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
小
・
中
学
校
で
は
、
１

月
後
半
か
ら
２
月
に
か
け
て
陽
性

者
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
小

学
校
が
二
つ
の
学
年
閉
鎖
と
学
校

閉
鎖
、
中
学
校
は
一
つ
の
学
年
閉

鎖
を
し
ま
し
た
。　

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
陽
性
者

確
認
に
伴
う
学
年
閉
鎖
・
学
校
閉

鎖
や
兄
弟
姉
妹
の
出
席
停
止
を
は

じ
め
、
様
々
な
対
策
な
ど
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
お
願
い
を
、「
マ

チ
コ
ミ
メ
ー
ル
」な
ど
を
利
用
し
、

適
宜
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

閉
鎖
期
間
中
の
学
習
は
、
小
学

生
は
主
に
プ
リ
ン
ト
学
習
、
中
学

生
は
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
実
施
し

ま
し
た
。部
活
動
や
少
年
団
活
動
、

公
民
館
教
室
、
ほ
く
れ
い
塾
、
運

動
教
室
な
ど
は
、
休
止
及
び
休
止

第１回
町議会定例会

第１回町議会定例会が令和４年３月７日に招集され、

町長及び教育長から行政一般報告がされました。

概要をお知らせします。

行政報告行政報告
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
多
目

的
室
内
運
動
場
も
利
用
し
、
密
を

避
け
る
な
ど
、
感
染
予
防
対
策
を

徹
底
し
な
が
ら
開
設
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
を
は
じ
め
、
各
教
育
関

係
施
設
は
、
人
数
制
限
を
設
け
、

利
用
者
名
簿
・
連
絡
先
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

卒
業
予
定
者
の
高
校
受
験
状
況

　

卒
業
予
定
者
は
20
人
で
す
が
、

１
人
は
本
年
１
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
移
り
、
既
に
高
校
に
進
学

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
別
の
受
験
状
況
は
、
旭
川

東
１
人
、
旭
川
北
３
人
、
旭
川
西

３
人
、
旭
川
永
嶺
１
人
、
旭
川
商

業
４
人
、
旭
川
工
業
１
人
、
旭
川

農
業
２
人
、
剣
淵
１
人
、
旭
川
実

業
２
人
、
旭
川
明
成
１
人
で
す
。

既
に
、
公
立
・
私
立
高
校
の
推
薦

面
接
並
び
に
私
立
高
校
の
入
学
試

験
が
終
了
し
、
12
人
が
合
格
及
び

内
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
般
入

試
は
３
月
３
日
に
行
わ
れ
、
合
格

発
表
は
３
月
16
日
で
す
。

児
童
生
徒
数
及
び
学
級
編
成
予
定

　

４
月
か
ら
、義
務
教
育
学
校「
比

布
町
立
比
布
中
央
学
校
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
の

児
童
生
徒
数
及
び
学
級
編
制
は
、

30
人
の
新
１
年
生
が
入
学
し
、
全

校
児
童
生
徒
数
は
２
４
０
人
と
な

る
予
定
で
す
。
前
期
・
後
期
課
程

別
で
は
、
前
期
課
程
の
児
童
数
が

１
５
８
人
で
、学
級
数
は
11
学
級
、

う
ち
５
学
級
が
特
別
支
援
学
級
と

な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
後
期
課

程
の
生
徒
数
が
82
人
で
、
学
級
数

は
６
学
級
、
う
ち
３
学
級
が
特
別

支
援
学
級
の
予
定
で
す
。

児
童
生
徒
の
全
国
大
会
出
場

　

中
学
２
年
生
の
川
本
菜
々
美
さ

ん
は
、
絵
本
の
里
け
ん
ぶ
ち
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
一
員
と
し
て
、
昨
年
12
月
17
日

か
ら
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権
大
会

に
出
場
し
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
中
学
校

部
門
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

中
学
２
年
生
の
大
石
陽
斗
さ
ん

と
長
尾
健
吾
さ
ん
は
、
昨
年
12
月

18
日
か
ら
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
た

東
北
・
北
海
道
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中

学
生
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
並
び
に
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ッ
プ
東
北
・
北
海
道

選
抜
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

に
出
場
し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

　

小
学
５
年
生
の
山
口
愛
結
さ
ん

は
、
昨
年
12
月
25
日
か
ら
岡
山
県

で
開
催
さ
れ
た
西
日
本
選
抜
女
子

学
童
野
球
岡
山
大
会
に
出
場
し
、

健
闘
し
ま
し
た
。

　

小
学
４
年
生
の
梅
澤
満
喜
さ
ん

は
、
１
月
９
日
に
岡
山
県
で
開
催

さ
れ
た
大
山
名
人
杯
争
奪
全
国
小

学
生
倉
敷
王
将
戦
に
出
場
し
、
健

闘
し
ま
し
た
。

　

中
学
２
年
生
の
大
石
陽
斗
さ

ん
、
長
尾
健
吾
さ
ん
、
松
浦
琉
夏

さ
ん
、
山
田
玲
華
さ
ん
は
、
来
る

３
月
28
日
か
ら
30
日
、
岐
阜
県
で

開
催
さ
れ
る
第
19
回
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

カ
ッ
プ
瑞
浪
・
土
岐
市
長
杯
全
国

中
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

●
町
か
ら
提
案
し
た
主
な
議
案

○
上
川
町
村
等
公
平
委
員
共
同
設

置
規
約
の
変
更
ほ
か
20
件

　

第
１
回
町
議
会
臨
時
会

　

第
１
回
町
議
会
臨
時
会
が
１
月

14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
決
さ

れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
副
町
長
の
選
任
ほ
か
１
件

　
第
２
回
町
議
会
臨
時
会

　

第
２
回
町
議
会
臨
時
会
が
２
月

４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
決
さ

れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

　笈川弘司さんは平成 13 年 11 月から 20 年の長
きにわたり本町の代表監査委員として尽力され、
平成 25 年５月から２年間、上川管内町村等監査
委員協議会の会長を歴任されています。
　これまでの公正かつ合理的な行政運営、地方自
治の発展に貢献されている功績が評価されたこと
から、この度の受賞となりました。

　なお、３月 7日の第
１回議会定例会前の席
上で村中町長から伝達
が行われました。

北海道町村等監査委員協議会表彰

代表監査委員の笈川弘司さんが受賞

　比布町では、2050 年までに町内の二酸化炭素
（ＣＯ２）の排出量を実質ゼロにする「カーボン
ニュートラル（脱炭素）」の達成を目指すため、
３月７日の議会定例会の中で、「ゼロカーボンシ
ティ」を宣言しました。
　先人から受け継がれてきた自然と文化を将来へ
と引き継ぎ、これからの子どもたちへと受け継が

れるよう、町民の皆
さんと事業者、町
が一体となり、脱
炭素に向けて、積
極的に取り組むよ
う推進します。

2050年までにＣＯ２をゼロに！

「ゼロカーボンシティ」を宣言
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加
入
す
る
方

　

国
保
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う

作
ら
れ
た
制
度
で
、
加
入
者
の
収

入
な
ど
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
合

い
、助
け
合
う
こ
と
（
相
互
扶
助
）

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
方
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
は
14
日
以
内
に

　

加
入
の
手
続
き
以
外
に
も
、
下

の
表
に
該
当
す
る
方
は
、
異
動
の

あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

○
国
保
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
届
出
ま
で
の
医
療
費
を
全
額
自

こんなときには役場保健福祉課国保医療係に届出を
（加入される方のマイナンバーがわかるもの及び本人確認書類をご持参ください）

修
学
の
た
め
に
転
出
す
る
方

　

国
保
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

の
国
保
に
加
入
す
る
の
が
原
則
で

す
が
、
大
学
・
高
校
な
ど
に
修
学

す
る
た
め
、
他
市
区
町
村
に
住
民

登
録
を
し
た
被
保
険
者
で
、
転
出

前
の
世
帯
に
よ
り
生
計
が
維
持
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
世
帯
主
か
ら

の
届
出
に
よ
っ
て
、
転
出
し
た
あ

と
も
引
き
続
き
転
出
前
の
世
帯
の

被
保
険
者
と
し
て
保
険
証
を
使
用

で
き
る
と
い
う
特
例
が
あ
り
ま

す
。
転
出
の
手
続
き
の
際
に
お
届

け
く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】

　

保
険
証
、
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
（
入
学
す
る
場
合
の
み
入

学
許
可
通
知
書
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課
国
保
医
療
係

　

☎
８
５
‐
４
８
０
４

国
民
健
康
保
険

就
職
・
転
職
・
転
入
・
転
出
な
ど
、
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。

忘
れ
ず
に
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
世
帯
主
が

　　

国
保
で
は
、
世
帯
を
一
つ
の
単

位
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

手
続
き
は
、
原
則
世
帯
主
が
ま
と

め
て
行
い
ま
す
。

　

世
帯
主
が
職
場
の
健
康
保
険
に

入
っ
て
い
て
も
、
家
族
の
誰
か
が

国
保
に
加
入
す
る
と
き
（
国
保
を

や
め
る
と
き
）
は
、
世
帯
主
が
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
納
税
義
務
も

世
帯
主
が
負
い
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
主
が
職
場
の
健
康

保
険
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
国

保
上
の
世
帯
主
（
納
税
義
務
者
）

を
家
族
の
う
ち
の
国
保
加
入
者
に

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

異
動
が
あ
っ
た
方
へ

の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

■
自
分
の
体
を
知
る
た
め
健
診
を
！

　

今
年
度
の
健
診
（
検
診
）
日
程
は
下
記
の
通
り

で
す
。
が
ん
検
診
、
総
合
特
定
健
康
診
査
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
地
区
の
保
健
推
進
員
か
ら
健
診
申

込
票
を
配
布
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
申
込
票
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
別
が
ん
検
診
は
、
旭
川
が
ん
検
診
セ

ン
タ
ー
で
受
診
可
能
。
各
が
ん
検
診
の
対
象
者
・

自
己
負
担
額
は
、
集
団
が
ん
検
診
と
同
じ
で
す
。

【
個
別
が
ん
健
診
】

◆
健
診
実
施
期
間

　

６
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
２
月
28
日

◆
申
し
込
み
方
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

個
人
で
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
（
０
１
２
０

‐
９
７
２
‐
４
８
９
）
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
申
し
込
み
は
不
要
）

ホケセンだより シーズン３

小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
２
月
21
日
に
予
防
接

種
法
及
び
関
係
政
省
令
に
位
置
づ

け
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
５
歳
か
ら

11
歳
の
方
を
対
象
と
し
た
小
児
接

種
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
予
防

接
種
法
上
の
小
児
接
種
は
努
力
義

務
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

【
対
象
者
】

１
回
目
の
接
種
日
に
お
い
て
５
歳

か
ら
11
歳
の
方 

※
町
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

【
使
用
ワ
ク
チ
ン
】

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ

ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
小
児
５
～

11
歳
接
種
用
）

【
接
種
回
数
・
接
種
間
隔
】

３
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
２
回
接

種
し
ま
す
（
他
の
予
防
接
種
と
は

２
週
間
の
間
隔
が
必
要
で
す
）

　

接
種
に
つ
い
て
は
旭
川
市
と
の

連
携
協
定
に
よ
り
4
月
30
日
以

降
、
旭
川
市
内
の
医
療
機
関
（
か

か
り
つ
け
医
）
で
接
種
可
能
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
接
種
券
に
同
封

さ
れ
る
案
内
文
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
先
に
接
種
券
が
必
要
な
方
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

令和４年度健診予定表（集団健診）

日にち 健診（検診）名 場所
申
込

備考

７月

５、
20 日

子宮・乳がん検診
旭川がん検
診センター

必
要

12 ～
15 日

総合特定健康診査
（生活習慣病予防
健診、がん検診）

保健
センター

必
要

下旬 いちごっ子健診
ぴっぷ
クリニック

必
要

対象者
には別
途通知

27、
28 日

結核検診
各分館、
保健
センター

不
要

８月
５、
29 日

子宮・乳がん検診
旭川がん検
診センター

必
要

９月
７、
８日

エキノコックス症
検査

保健
センター

不
要

対象者
には別
途通知

10 月
12 ～
14、
17 日

総合特定健康診査
（生活習慣病予防
健診、がん検診）

保健
センター

必
要

翌
１月

19 日 子宮・乳がん検診
旭川がん検
診センター

必
要

２月 3日 子宮・乳がん検診
旭川がん検
診センター

必
要

個別がん検診

検診名 検査内容 対象者 自己負担

胃がん検診

胃バリウム検査 30 歳以上 1,500 円

胃内視鏡検査
50 歳以上
※条件あり

5,000 円

肺がん検診

胸部レントゲン
検査

30 歳以上 500 円

胸部ヘリカルＣ
Ｔ検査

50 歳以上 2,500 円

喀
かくたん

痰検査
上記検査の
受診者

500 円

大腸がん
検診

便潜血検査 30 歳以上 500 円

前立腺がん
検診

血液検査
50 歳 以 上
の男性

900 円

子宮がん
検診

頸
けいぶ

部、超音波
20 歳 以 上
の女性

1,900 円

乳がん検診
マンモ
グラフィー

30 歳 以 上
の女性

49歳以下 2,200 円
50 歳以上 1,800 円

▼旭川市新型コロ
ナワクチン接種特
設サイト 〔９町に
お住いの方へ〕

14 15 April 2022　広報ぴっぷ広報ぴっぷ　April 2022



ほっぺ
０歳児

きらら
１歳児

すくすく
子育て講座

参観日

午後お休み

乳児健診壁画制作
誕生会

こどものひろば４月の行事予定
＊こどものひろば＊
■開催日・内容■
これまで通り開催します。（開催日は町民カレンダーに記載）
＊子育て相談＊（相談支援専門員が対応します）
■開催日■
今年度より個別相談支援日を月に 2 ～ 3 日設けます。保護
者や本人が少し時間をかけて「じっくり話ができる日」と
しています。支援日は右記カレンダーの色付きの日です。
詳細の説明や予約は電話でお気軽にお問い合わせください
（相談には事前予約が必要です）。
■内容■
町内の子育て家庭すべてが対象（就園や就学している場合
も可能）です。各保育園・児童クラブへの出張相談や自宅
への訪問相談も行います。育児は一人で抱えることではあ
りません。少しでも心配事や気になることがあれば、一度
話をしに来ませんか？お子様連れも可能です。電話・出張
相談も可。保健師や栄養士も対応できます。

※新型コロナウイルスの影響により変更の場合有

【問い合わせ】☎８５‐２５５５

ハナ ・バルサー （Ｈａｎｎａｈ　　Ｂａｌｓｅｒ）
一昨年４月から小・中学校の外国語指導助手（Ａ
ＬＴ）として赴任した 24 歳。アメリカのノース
カロライナ州出身。大学では日本語と心理学を
専攻。趣味は、バイオリンやスキューバダイビ
ング、ビデオゲームや漫画など。愛称は「ハナ」。

　みなさん、こんにちは！今回が私の最後のエッセイになります。でも、
比布での生活はこれで最後ではありません。できれば、将来は札幌雪ま
つりに行きたいと思っています。そうしたら、比布にも遊びに来きます
ね。3 月 30 日には東京に行きます。その頃、東京は桜が咲いているで
しょうか。そして 4月 20 日頃には、アメリカに帰ります。
　比布での生活は本当に楽しかったです。先生や生徒と一緒に毎日楽し
く過ごせました。生徒たちの成長を見るたび、いつも驚きでした。みん
ないつも優しくしてくれました。別れは悲しいですが、この思い出は私
の宝物になりました。 心からの感謝、ありがとうございました。

What a
　won erful Pippu!

こんにちは。 ハナです！

Hello everyone! This will be my last essay. But, it won’t be my 
last time in Pippu. If possible, I want to go to the Sapporo Snow 
Festival in the future. Then I’ll visit Pippu too! On March 30th, I’ll 
go to Tokyo. I wonder if the cherry blossoms will be blooming 
in Tokyo by then? Around April 20th, I’ll go back to America. 
My time living in Pippu was really fun! I enjoyed every day with 
the teachers and students. Watching the growth of the students 
was always amazing. Everyone was always so kind to me. It’s 
sad to say goodbye, but these memories have become my 
treasures.  From the bottom of my heart, thank you so much!

Try English!

き
た
よ
ん
通
信

知
っ
て
い
ま
す
か
？
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
・
発
達
障
害
啓
発
週
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

毎
年
４
月
２
日
は
、
平
成
19
年

に
国
連
が
制
定
し
た
「
世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。
日
本
で
は

４
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発

達
障
害
啓
発
週
間
」
と
定
め
、
自

閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害

に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

い
、
理
解
を
し
て
も
ら
う
機
会
と

し
て
い
ま
す
。
希
望
や
平
穏
を
表

す
「
青
」
を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
に

し
て
、
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
や
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

自
閉
症
っ
て
？

　

病
気
で
は
な
く
脳
の
発
達
の
仕

方
の
違
い
に
よ
る
生
ま
れ
つ
き
の

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
ま
だ
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
自
閉
症
の
特

性
が
あ
る
と
、
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
あ
た
り

ま
え
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の

対
応
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
音

や
光
が
う
る
さ
す
ぎ
・
ま
ぶ
し
す

ぎ
て
、
つ
ら
い
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

親
の
育
て
方
や
本
人
の
努
力
不

足
で
は
な
く
、
脳
機
能
の
障
が
い

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
一
人

一
人
の
特
徴
に
応
じ
た
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達

障
害
に
つ
い
て
知
る
こ
と
、
理
解

す
る
こ
と
は
、
発
達
障
害
の
あ
る

人
だ
け
で
な
く
、
だ
れ
も
が
幸
せ

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
た
よ
ん
」
当
麻
町
３
条

東
２
丁
目
11
番
１
号
（
当
麻
町
役

場
庁
舎
内
）
☎
８
４
‐
７
１
１
１

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
４
‐
７
３
３
３

メ
ー
ルkitayon@potato.ne.jp

●
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話

☎
８
４
‐
７
２
２
２（
24
時
間
対
応
）

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
家
族
が
集

い
交
流
で
き
る
「
き
た
よ
ん
サ
ロ

ン
」を
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
…
４
月
20
日
15
時
30
分
～

▼
場
所
…
福
祉
会
館
第
４
研
修
室

▼
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
課
福

祉
係
・
上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
「
き
た
よ
ん
」

☎
８
４
‐
７
１
１
１

22 日（金）
内容：育児講座
講師：守屋 陽子 氏

すくすく子育て講座
待っ
て

まー
す！

古川

君の夢★プロジェクト

スポーツや文化活動に打ち込む中学生たちの
夢をかなえるプロジェクト

～ 野 球 部 編 ～

比
布
町
「
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
野
球
部
編
が
３
月
21
日
（
月
）

多
目
的
室
内
運
動
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
昨
年
に
引
き
続

き
女
子
硬
式
野
球
日
本
代
表
で

４
番
打
者
を
務
め
、
第
２
回
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
代
表
の

初
優
勝
に
貢
献
し
た
金
由
起
子

さ
ん
と
、
医
療
法
人
ス
ポ
キ
チ

に
勤
め
る
計

測
機
器
使
用

専
門
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
小

倉
大
生
さ
ん
。

６
人
の
比
布

中
学
校
野
球

部
員
が
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

今
回
の
君
の

夢
で
は
プ
ロ
野

球
で
も
使
わ
れ

て
い
る
計
測
機

器
「
ラ
プ
ソ
ー
ド 

ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
」
を
用
い
た
技
術
指
導
。
球

速
・
回
転
数
・
打
球
速
度
・
飛
距

離
な
ど
を
計
測
し
、
そ
の
数
値
に

基
づ
い
て
、
部
員
一
人
ひ
と
り
に

フ
ォ
ー
ム
の
修
正
な
ど
の
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

機
械
に
よ
る
計
測
の
他
に
も
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
時
の
下
半
身
の
使

い
方
や
、
基
本
と
な
る
パ
ワ
ー
ポ

女子硬式野球元日本代表主将

金 由起子 さん

高校時代より女子硬式野球日本代
表で４番打者を務め、第２回ワー
ルドカップでの日本代表の初優勝
に貢献し、その後５連覇した大会
すべてに出場している日本を代表
する女子硬式野球選手。

計測機器使用専門アドバイザー

小倉 大生 さん

医療法人スポキチ勤務、計測機器
使用専門アドバイザー。専門の機
器を用い、多くのアスリートのパ
フォーマンス測定を行ってきた。

ジ
シ
ョ
ン
の
姿
勢
な
ど
、
様
々
な

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
１
年
生
の
中
旺
史
さ

ん
は
「
投
手
と
し
て
は
ス
タ
ミ
ナ

が
無
く
、
回
転
が
悪
い
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
な
の
で
走
っ
た
り
し

て
体
力
を
増
や
し
た
い
で
す
。
映

像
を
見
て
肘
が
下
が
っ
て
い
る

こ
と
に
気

づ
い
た
の

で
改
善
し

た
い
」
と
、

感
想
を
話

し
て
く
れ

ま
し
た
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
保
健
福
祉
課
内
）
☎
８
５
‐
２
１
１
２
（
直
通
）

■
認
知
症
に
つ
い
て

　

学
ぼ
う
！

　

認
知
症
は
脳
の
病
気
で
、
生
活

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
発
症
す

る
可
能
性
が
高
ま
り
、
65
歳
以
上

で
は
、
６
人
に
１
人
が
そ
の
症
状

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
穏
や
か

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
認
知

症
に
つ
い
て
周
囲
の
理
解
と
支
え

合
い
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
「
い
つ
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
」
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
認

知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
り
支
援

す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
認
知
症

　

サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
理
解
を
身
に
つ
け
た
応
援
者
の

こ
と
で
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
特
別

に
活
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
認
知
症
の

人
と
出
会
っ
た
と
き
に
、
そ
の
人

の
尊
厳
を
損
な
う
こ
と
な
く
適
切

な
対
応
を
す
る
こ
と
が
、
認
知
症

認知症を
学び
地域で
支えよう

の
人
と
家
族
の
支
え
に
な
り
ま

す
。
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
見
守

り
や
、
手
助
け
な
ど
の
活
動
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

　

講
座
を
受
講
す
る
に
は
？

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
学
校
や
町
内

会
、
職
場
、
地
域
の
団
体
な
ど
へ

受
講
者
に
応
じ
た
内
容
で
講
師
を

無
料
派
遣
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
、
繰
り
返
し
受
講
す
る

こ
と
が
大

切
で
す
。

　

他
に
も
、

健
康
や
認

知
症
予
防

に
関
す
る

講
話
も
可

能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
団
体
は
当

セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
趣
味
の
集
ま
り
や
友
人
同
士
の

グ
ル
ー
プ
な
ど
も
実
施
可
能
で

す
。

　

町
で
は
、
自
動
車
を
所
有

し
て
お
ら
ず
、
町
内
で
の
移

動
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
無
料

送
迎
サ
ー
ビ
ス
〈
ぴ
ぴ
た
く

号
〉
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
に

使
え
る
の
？

・
日
常
の
生
活
送
迎
サ
ー
ビ
ス

・
通
院
送
迎
サ
ー
ビ
ス

（
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
送
迎

は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
た
め
で
き
ま
せ
ん
）

・
集
会
・
つ
ど
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス

・
余
暇
活
動
送
迎
サ
ー
ビ
ス

・
自
宅
か
ら
駅
・
バ
ス
停
な
ど
へ

　

の
送
迎
サ
ー
ビ
ス

※
支
援
内
容
の
範
囲
を
超
え
た
送
迎
は

　

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

使
え
る
人
は
？

　

町
内
に
居
住
し
、
自
動
車
運
転

免
許
証
を
保
持
し
て
い
な
い
、
ま

た
は
、
自
動
車
運
転
免
許
を
保
持

し
て
い
て
も
自
動
車
を
保
有
し
て

い
な
い
方
（
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
と
同
居
の
方
も
対
象
）で
、

自
動
車
を
自
分
で
乗
降
で
き
る
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で

す
。

・
65
歳
以
上
の
方
（
満
年
齢
）

・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
）

※
４
月
か
ら
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方
全
員
が
対
象
に
な
り
ま
し
た

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

（
病
院
、歯
科
、整
骨
院
の
通
院
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
有
償
運

【ぴぴたくの使い方】

※初回利用時は事
前に利用登録をし
てください。（保
健福祉課にある申
請書に記入・押印）

※目的地への到
着時間の指定は
できません

③送迎

②予約受付完了

①電話で予約（前日の午後３時まで）

指定した場所から目的地へ
向かいます。運行の都合上、
遅れる場合があります。ま
た、同じ時間帯に予約した
方がいる場合は、他の方を
乗せながら、効率の良い順
路で運行します。

〇町の比布花子です。
〇月〇日の午前 10 時
に、自宅から役場まで
お願いします。
帰りは午前 10 時 30 分
に、役場から自宅まで
お願いします。

はい！〇町の比布花子さん
ですね。〇月〇日の午前
10 時に、自宅から役場ま
で予約を受け付けました。

送
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
通
院
送
迎
サ
ー
ビ

ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

使
え
る
時
間

場
所
は
？

・
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
及
び
12
月
31
日
～
１
月
５

日
は
除
く
）

・
午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
町
内
全
域
へ
向
か
い
ま
す

利
用
に
つ
い
て

・
１
日
１
回
の
利
用
で
、
目
的
地

は
２
か
所
ま
で
に
な
り
ま
す
。

・
週
２
回
ま
で
の
利
用
と
な
り
ま

す
。（
た
だ
し
、
自
動
車
を
保
有

し
て
い
る
方
と
同
居
し
て
い
る
場

合
は
、
週
１
回
の
利
用
と
な
り

ま
す
。）

・
利
用
申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

利
用
希
望
日
の
前
日
午
後
３
時

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
先

 

保
健
福
祉
課
専
用
電
話

　
　

   　

  

☎
８
５
‐
４
８
０
０ 

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
８
５
‐
４
８
０
４

４
月
か
ら
対
象
者
要
件
が
拡
大
し
ま
し
た

高
齢
者
等
移
動
支
援
事
業

無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス

ぴ
ぴ
た
く
号

●
知
っ
て
お
こ
う
！

　

認
知
症
の
基
本

　

認
知
症
は
脳
の
病
気
で
記

憶
・
判
断
力
な
ど
の
障
害
が

起
こ
り
、
社
会
生
活
や
対
人

関
係
な
ど
を
含
め
た
日
常
生

活
に
支
障
が
６
か
月
以
上
継

続
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、
実
は
認
知
症
に
は
、

そ
の
兆
候
を
示
す
初
期
サ

イ
ン
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

症
状
が
軽
い
う
ち
に
認
知

症
に
気
づ
き
、
適
切
な
治
療

な
ど
を
受
け
れ
ば
、
認
知
症

の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
症
状
が
改
善

し
ま
す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ

け
医
や
当
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

加齢による物忘れ 認知症による物忘れ

体験したこと
一部を忘れる

（例）朝ごはんのメニュー
全てを忘れる

物忘れ自覚 ある ないことが多い

日常生活の支障 ない ある

症状の進行 徐々に進行 進行する

「加齢による物忘れ」と「認知症による物忘れ」の違い（一例）
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ぴっぷちょう としょかん

ぶっくんノート [ ４月号 ]

□開館時間　午前 10 時～午後６時
□休館日　毎週月曜日(祝日の場合は次の日)　11日、18日、25日　　　　□館内整理日　27 日（水）	 　　　

　ここは、町で人気のねこのラーメン屋さん。蝶ネク
タイが似合うねこのマオさんが、こだわりのラーメン
を作りました。でもお客さんはなぜか食べようとしな
くて…。「世にも不思議な猫世界」から生まれた絵本第
２弾。

　ベストセラー作家・岩佐友が死去した。彼は生前、周
囲に「すごい原稿がある」と漏らしていた。岩佐と唯一
交友を持っていた作家の古谷悠と担当編集者の仲本美知
は、それを「未発表原稿」と推測し、原稿捜索に乗り出
すが…。

　がんで逝った 33 歳の妻。僕たち親子が悲しみのなか
から見いだした希望とは。映画化され、大きな感動を
呼んだ「はなちゃんのみそ汁」から 10 年。父と娘がい
かに悲しみと向き合ったのかを綴る。

「０」
　　堂場　瞬一 /著１

２「はなちゃんのみそ汁」
　　　　　　　安武　信吾、千恵、はな /著 ３「ねこのラーメンやさん」

　　　　　　　　　　　KORIRI/さく・え

お す★ ★す め★ 新 着★ ★図 書★

ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
を
よ
ん
で

　
　
　
　
　

 
２
年　

山
田 

眞
蒼

　

わ
た
し
は
、
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス

と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
ど
う

し
て
こ
の
本
を
読
ん
だ
の
か
と
い

う
と
、
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
は
ど
う

い
う
話
か
き
に
な
っ
た
か
ら
で

す
。

　

守
君
が
、
お
父
さ
ん
は
百
メ
ー

ト
ル
走
で
ゆ
う
し
ょ
う
し
て
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
持
っ
て
い
る
と
、
う
そ

を
つ
い
て
し
ま
っ
た
話
で
す
。
運

動
会
の
練
習
で
、
守
君
が
三
等
で

く
や
し
く
て
、
風
邪
を
ひ
い
て
い

て
調
子
が
で
な
い
だ
け
だ
と
、
一

等
と
二
等
の
久
雄
君
と
光
也
君
に

う
そ
を
つ
い
た
場
面
が
心
に
の
こ

り
ま
し
た
。
守
君
は
う
そ
を
つ
か

な
け
れ
ば
、
何
も
考
え
な
い
で
気

持
ち
も
そ
の
ま
ま
で
い
れ
た
ん

ＬＯＶＥ

愛
別
町
と
合
同
で
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　
比
布
町
と
愛
別
町
の
教
育
委
員

会
が
合
同
で
「
第
11
回
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
ぶ
っ
く
ん
ラ
イ
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
を
対
象
に
し
た
こ
の
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
児
童

が
本
に
親
し
み
、
読
書
の
習
慣
や

文
章
を
書
く
こ
と
で
考
え
る
力
や

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
両
町
か
ら
98
点
の
応
募

が
あ
り
、
低
学
年
、
中
学
年
、
高

学
年
の
各
部
門
ご
と
に
入
賞
者
が

選
ば
れ
、
本
町
か
ら
は
12
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

山
田
眞
蒼
さ
ん
と
上
道
敬
翔
さ
ん

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

愛別町
あいちゃんマン

愛別町
ほんちゃん

比布町
スノーベリー

じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。

　

わ
た
し
も
、
友
だ
ち
と
話
を
し

て
い
る
と
き
に
自
分
一
人
だ
け
ち

が
う
考
え
で
も
、
う
そ
を
つ
か
な

い
で
い
っ
た
ら
普
通
の
気
持
ち
の

ま
ま
い
れ
て
、
楽
し
く
す
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
な
の
で
、
自

分
が
守
君
だ
と
し
た
ら
、
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
持
っ
て
い
る
か
と
聞
か

れ
た
ら
、
持
っ
て
い
な
い
と
う
そ

を
つ
か
な
い
で
本
当
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

 「
さ
く
ら
」
原
発
被
災
地
に

の
こ
さ
れ
た
犬
た
ち
を
読
ん

で
　
　
　
　
　

 

５
年　

上
道 

敬
翔

　

ぼ
く
は
、「
さ
く
ら
」
と
い
う

本
を
読
み
ま
し
た
。
こ
の
本
を
選

ん
だ
理
由
は
、
原
発
被
災
地
に

残
さ
れ
た
犬
た
ち
の
物
語
か
ら
、

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
起

こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

　

こ
の
本
の
主
人
公
は
、
し
ば
犬

の
さ
く
ら
で
す
。
さ
く
ら
は
六
年

生
の
ひ
と
み
ち
ゃ
ん
に
か
わ
れ
て

い
る
犬
で
原
子
力
発
電
所
の
近
く

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
地
震
に
よ

る
発
電
所
の
ば
く
発
で
、
ひ
と
み

ち
ゃ
ん
は
さ
く
ら
を
家
に
お
い

て
、
福
島
市
の
体
育
館
に
ひ
な
ん

し
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、

さ
く
ら
が
ず
っ
と
ひ
と
み
ち
ゃ
ん

を
待
っ
て
い
る
す
が
た
を
想
像
す

る
と
、
悲
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ひ
な
ん
す
る
時
に
は
長

期
的
な
ひ
な
ん
に
な
る
こ
と
を
ひ

と
み
ち
ゃ
ん
も
さ
く
ら
も
し
ら
な

か
っ
た
の
で
、
き
っ
と
す
ぐ
に
会

え
る
と
思
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。み
ん
な
が
ひ
な
ん
し
て
か
ら
、

だ
れ
も
帰
っ
て
こ
な
い
家
に
取
り

残
さ
れ
て
い
た
さ
く
ら
は
、
心
を

決
め
て
命
が
け
で
く
さ
り
を
切
り

ま
す
。
く
さ
り
で
首
が
し
ま
れ
ば

死
ん
で
し
ま
う
の
に
、
さ
く
ら
は

生
き
の
び
る
た
め
に
必
死
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
北
か

ら
関
東
の
広
い
地
域
に
大
き
な
被

害
を
お
よ
ぼ
し
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
こ
の
時
、
ま
だ
一
才
で
記
憶

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
の

お
話
を
読
ん
で
、
大
津
波
が
多
く

の
人
々
の
生
活
を
変
え
て
し
ま
っ

た
こ
と
や
原
子
力
発
電
所
の
事
故

◆
低
学
年
の
部

 

【
優
秀
賞
】

　
佐
藤

　
茜

　 

さ
ん
（
１
年
）

 

【
佳
作
】

　
高
田

　
想
音 

さ
ん
（
１
年
）

　
大
島
い
ち
か 

さ
ん
（
２
年
）

◆
中
学
年
の
部

 

【
佳
作
】　

　
　

　
久
保
里
亜
那 

さ
ん
（
３
年
）

　
大
島
こ
な
つ 

さ
ん
（
４
年
）

　
樋
口

　
琉
一 

さ
ん
（
４
年
）

◆
高
学
年
の
部

 

【
優
秀
賞
】

　
大
仙

　
　
桃 

さ
ん
（
６
年
）

 

【
佳
作
】

　
佐
藤  

百
華 

さ
ん
（
６
年
）

　
谷
村  

悠
斗 

さ
ん
（
６
年
）

　
宮
木  

芽
依 

さ
ん
（
６
年
）

LOVE

比布町
ぶっくん

午前 10 時 30 分～正午（予定）
５月14（土）おはなし☆ひろば

　イラストレーターの小川けんいちさんと、図書館の
窓に思いっきり「らくがき」をしてみよう！詳しくは
防災無線、広報紙５月号でお知らせします。

上道 敬翔さん 
高学年の部
最優秀賞 

で
人
間
も
動
物
も
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
決
し
て
わ

す
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
さ
く
ら
の
よ
う
に
、
家
族
と

は
な
れ
、
つ
な
が
れ
た
ま
ま
、
帰

り
を
ま
ち
わ
び
て
い
た
動
物
た
ち

は
何
の
つ
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
過
去
の
話
で
は
な
く
、
今
も

放
射
能
の
問
題
や
飼
い
主
の
も
と

に
も
ど
れ
な
い
動
物
た
ち
の
問
題

は
、
続
い
て
い
ま
す
。

　

不
幸
な
事
故
に
よ
り
、
動
物
た

ち
が
命
を
お
と
す
こ
と
が
な
い
よ

う
に
さ
く
ら
の
よ
う
に
悲
し
い
死

を
む
か
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
わ
す
れ
て
は
い
け
な
い
出
来

事
と
し
て
、
関
心
を
も
ち
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

山田 眞蒼さん 
低学年の部
最優秀賞 

〔本町優秀賞・佳作入賞者〕

　2021 年で最も多く借りられた本を展示します。

BEST OF YEAR 100

４月のテーマ展
2021
比布町
図書館

※写真はイメージです
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 ■問い合わせ先　役場税務住民課戸籍年金係

 ■お客様相談室　☎７２- ５００４または７２－５００５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※自動音声案内

者
と
借
地
・
借
家
人
は
納
税
者
の

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き

ま
す
。
閲
覧
さ
れ
る
方
は
、
運
転

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
、
借
地
・
借
家
人
は
、
印
鑑

と
契
約
書
な
ど
貸
借
関
係
を
確
認

で
き
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
税
務
住
民
課
税
務
係

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

遊
歩
道
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

突
哨
山
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
草

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
中
で
も

カ
タ
ク
リ
の
群
生
は
日
本
最
大
級

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
多
く
の
方
が
気

持
ち
よ
く
散
策
が
楽
し
め
る
よ

う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
カ

タ
ク
リ
な
ど
の
開
花
前
に
遊
歩
道

の
整
備
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
日
時
■
４
月
23
日
（
土
）
午
前

９
時
（
雪
解
け
の
状
況
で
日
程
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
集
合
場
所
■
ぴ
ぴ
の
路
村
上
山

公
園
側
入
口

■
作
業
内
容
■
笹
刈
り
、枝
切
り
、

ご
み
拾
い
な
ど

■
持
ち
物
■
ブ
ラ
シ
カ
ッ
タ
ー
、

の
こ
ぎ
り
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

■
服
装
■
長
靴
、
軍
手
な
ど
作
業

の
で
き
る
服
装

■
申
込
締
切
■
４
月
20
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　

役
場
総
務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
地
域
政
策
係

気
象
情
報
を
確
認
し
よ
う

融
雪
期
の
災
害
に
注
意
を
！

　
融
雪
期
に
は
、
気
温
の
上
昇
に

よ
り
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。
急
激
な
気
温
の
上
昇
や

大
雨
、
長
雨
の
際
は
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
平
地
の
積
雪
が
な

く
な
っ
て
も
、
山
間
部
で
は
、
た

く
さ
ん
の
雪
が
残
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
は

注
意
が
必
要
で
す
。

▼
河
川
の
増
水
に
注
意
を
！

　

融
雪
に
よ
っ
て
、
河
川
水
位
が

急
激
に
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
期
は
、
河
川
に
近
づ

か
な
い
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
土
砂
災
害
に
注
意
を
！

　

大
量
の
雪
解
け
水
が
土
中
に
染

ご
確
認
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
台
帳
の

縦
覧
・
閲
覧
が
始
ま
り
ま
す

　

土
地
・
家
屋
の
所
有
者
（
固
定

資
産
税
の
納
税
者
）
が
、
自
己
の

資
産
と
ほ
か
の
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
を
比
較
で
き
る
よ
う
、
価
格

な
ど
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
地

番
・
地
目
・
面
積
・
評
価
額
が
、

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
家
屋

戸

籍

の

ま

ど

 （
３
月
15
日
ま
で
の
届
出
）

総 数
男
女

世帯数

３，５２２
１，６５３
１，８６９
１，７６７

人

人

人

世帯

（－６）
（－２）
（－４）
（－３）

まちの人口（２月末現在）

※住民基本台帳登録数
（　）は対前月増減数

※
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

情報＊満載

番
号
・
種
類
・
構
造
・
面
積
・
評

価
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
■
４
月
１
日
～
８
月

１
日
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
■
役
場
税
務
住
民
課

税
務
係
窓
口

■
縦
覧
対
象
者
■
固
定
資
産
税
の

納
税
者
・
代
理
人

※
縦
覧
さ
れ
る
方
は
、
納
税
通
知

書
な
ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
方
は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
印

鑑
、
運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
で

す
。

　

縦
覧
帳
簿
に
は
個
人
情
報
保
護

の
た
め
、
所
有
者
名
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
事
前
に
自
己
所
有
の
物

件
や
比
較
し
た
い
物
件
の
地
番
、

家
屋
番
号
な
ど
を
お
調
べ
に
な

り
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
、
固
定
資
産
の
納
税

み
込
み
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
土
砂

災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
山
間
部
や
急
傾
斜
地
で

は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
気
象
情
報
に
注
意
を
！

　

外
出
す
る
際
は
、
事
前
に
気
象

情
報
な
ど
を
確
認
し
、
災
害
や
事

故
な
ど
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す

突
哨
山
運
営
協
議
会
で

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

　

突
哨
山
運
営
協
議
会
で
は
、
突

哨
山
の
管
理
・
運
営
方
針
を
協
議

す
る
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

遊
歩
道
の
草
刈
り
や
駐
車
場
・

ト
イ
レ
の
管
理
だ
け
で
な
く
、
保

全
の
た
め
の
生
態
系
の
調
査
、
環

境
教
育
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

イ
ベ
ン
ト
の
協
力
、
さ
ら
に
人
工

林
を
よ
り
自
然
度
の
高
い
森
林
に

育
て
て
い
く
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

突
哨
山
運
営
協
議
会
は
、
こ
れ

ら
の
事
業
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
協
議

し
行
政
へ
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　

募
集
対
象
は
、突
哨
山
の
運
営
・

活
動
に
関
心
が
あ
り
、
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
で
す
。

■
申
込
締
切
■
４
月
30
日
（
土
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
り
ね
っ
と
北
海
道

☎
６
０
‐
２
４
２
０

学生の方は
「学生納付特例制度」
　学生本人の前年の所得が一定額以下であれば、市町村の窓口
に申請し、承認を受けると国民年金保険料の納付が猶予されま
す。申請が遅れると「障害基礎年金」などが受けられない場合
がありますので、手続きはお早めに。

令和４年度国民年金保険料

第１号被保険者　月額16,590円
（令和４年４月から）

平成 26年４月から免除申請期間が拡大しています。
過去に学生納付特例の申請をお忘れの方は、手続きを！

過去の学生納付を受ける場合、申請期間をご確認ください。
令和４年４月中に申請する場合は、下表を参考にしてください。

【学生納付特例の申請可能期間と前年所得の関係】

年度 学生納付特例の申請可能な期間
審査対象となる

前年所得

31 年分 平成２年３月 平成 30 年中所得

２年分 平成２年４月～令和３年３月 令和元年中所得

３年分 令和３年４月～令和４年３月 令和２年中所得

４年分 　令和４年４月～令和５年３月　 令和３年中所得

手続きに必要なもの

・マイナンバーが確認できる書類および本人確認書類
・申請年度有効の学生証（コピーの場合は両面）または、　

在学証明書原本
・印鑑

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
◆

（
氏
名
・
享
年
・
行
政
区
）

　

上
西
と
し
子
さ
ん　
　
　

92
歳
（
東
町
）

鈴
すずき

木　光
みつや

弥く
ん

雅也さん・真帆さんの次男

（２歳４か月・南町）

情報満載

皆さんのご家庭のかわいいアイドルをご紹介く
ださい。最近の写真とコメントを添えて、役場
総務企画課広報係にお寄せください。写真はカ
ラー・白黒を問わず、Ｅメールでの投稿もお待
ちしています。宛先は裏表紙をご覧ください。

８５－２１１１
８５－４８０１
８５－４８０２
８５－４８０３
８５－４８０４
８５－２１１２
８５－４８０６
８５－４８０７
８５－４８０８
８５－４８０９
８５－２２６２
８５－３３５４
８５－２５１３
８５－２５５５
８５－４８００
８５－２３８３
８５－４７００

比布町役場（代表）
　　　総務企画課
  まちづくり推進室
　　　税務住民課
　　　保健福祉課
地域包括支援センター
　　　産業振興課
　　　建　設　課
　　　議会事務局
　　　農業委員会
比布町教育委員会
図書館
体育館・改善センター
保健センター
ぴぴたく号
グリーンパークぴっぷ
遊湯ぴっぷ

お兄ちゃんと車が大好き。

変顔が得意なわが家のムードメーカー

です。

▽
住
民
関
係
届
出
は
期
限
内
に

・
転
入
届
（
他
市
町
村
か
ら
住
所
を
移
し
た
時
）

・
転
居
届
（
町
内
で
住
所
を
変
え
た
時
）

・
出
生
届
（
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
）

・
転
出
届
（
他
市
町
村
へ
住
所
を
移
す
時
）

　

ま
た
、
印
鑑
証
明
書
の
発
行
が
必
要
な
場
合

は
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

14
日
以
内

あ
ら
か
じ
め

◆
誕
生
お
め
で
と
う
◆

（
あ
か
ち
ゃ
ん
・
行
政
区
・
保
護
者
）

　

平
尾　

嶺れ

お和
く
ん　
　 　
（
新
町
）

　
　
　
　

道
考
さ
ん

・
佳
奈
子
さ
ん

受付は４月から
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■
場
所
■
う
れ
し
ぱ
保
育
園
ぴ
っ

ぷ
（
寿
町
４
丁
目
２-

７
）

■
内
容
■
楽
器
遊
び
（
動
き
や
す

い
服
装
）

■
申
込
開
始
■
４
月
25
日
（
月
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
先
着
３
組
で
毎
月
第

２
木
曜
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　
う
れ
し
ぱ
保
育
園
ぴ
っ
ぷ

☎
７
６
‐
５
２
３
７

ストップ・ザ・交通事故死
～ めざせ　安全で安心な北海道 ～

ゆるさない　ハンドル・スマホの　二刀流
（ 交通安全スローガン 令和４年　内閣府特命担当大臣賞）

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

手
話
奉
仕
員
・
手
話
通
訳
者

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

▼
初
級
手
話
講
座

■
日
時
■
５
月
17
日
～
12
月
６
日

の
原
則
火
曜
日
（
全
25
回
）

■
対
象
者
■
義
務
教
育
を
修
了

し
、
手
話
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
い

方▼
中
級
手
話
講
座

■
日
時
■
５
月
11
日
～
12
月
28
日

の
原
則
水
曜
日
（
全
27
回
）

■
対
象
者
■
初
級
手
話
講
座
を
修

了
し
た
方

※
両
講
座
と
も
に
テ
キ
ス
ト
代
は

３
、
３
０
０
円
。
昼
の
部
（
午
前

10
時
～
午
前
11
時
30
分
）
と
夜
の

部（
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分
）

が
あ
り
ま
す
。

▼
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
Ⅰ

■
日
時
■
５
月
26
日
か
ら
翌
年
３

月
23
日
の
原
則
木
曜
日（
全
37
回
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

■
対
象
者
■
聴
覚
障
が
い
の
あ
る

方
と
手
話
で
日
常
会
話
が
で
き
、

本
講
座
を
修
了
し
て
い
な
い
方

■
テ
キ
ス
ト
代
■
５
、０
６
０
円

※
受
講
前
に
面
接
試
験
が
あ
り
ま

す
。

▼
要
約
筆
記
者
要
請
講
座

■
日
時
■
５
月
20
日
か
ら
10
月
25

日
の
火
・
金
曜
日
（
全
42
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午

■
対
象
者
■
義
務
教
育
を
終
了
し

た
方

■
テ
キ
ス
ト
代
■
３
、６
７
０
円

※
各
講
座
と
も
旭
川
市
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
お
ぴ
っ
た
で
開
催
し

ま
す
。

■
申
込
締
切
■
４
月
22
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
19
回
総
会
（
１
月
25
日
開
催
）

◎
農
地
の
利
用
権
（
使
用
貸
借
）

設
定
に
係
る
合
意
解
約

　
　
　

１
件　

 

１
４
、２
３
８
㎡

◎
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請

　
　
　

３
件 

１
４
７
、７
６
４
㎡

◎
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定　
　
　
　

　
　
　

３
件　

 

３
３
、７
３
３
㎡

第
20
回
総
会
（
２
月
22
日
開
催
）

◎
農
地
の
利
用
権
（
使
用
貸
借
）

設
定
に
係
る
合
意
解
約

　
　
　

１
件　

 

４
５
、４
０
１
㎡

◎
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請

　
　
　
　

１
件 

５
２
、０
２
３
㎡

◎
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請

　
　
　
　

１
件 

１
６
、７
５
３
㎡

◎
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定

　
　
　

10
件 

３
７
６
、８
８
７
㎡

■
問
い
合
わ
せ
■

　 

比
布
町
農
業
委
員
会

廃
棄
は
所
有
者
自
身
で

霜
予
防
に
お
け
る
廃
タ
イ
ヤ

　

農
作
物
へ
の
霜
対
策
に
関
す
る

タ
イ
ヤ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
平

成
14
年
に
町
内
全
域
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
に
出
さ
れ
た
廃
タ
イ

ヤ
は
所
有
者
ご
自
身
に
よ
り
廃
棄

な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　 

役
場
税
務
住
民
課
住
民
環
境
係

申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

農
産
加
工
室
５
月
利
用
分

　

５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間

に
、
改
善
セ
ン
タ
ー
農
産
加
工
室

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
加
工
品
目

と
数
量
を
ま
と
め
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
締
切
■
４
月
11
日
（
月
）

■
抽
選
会
■
４
月
18
日
（
月
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
■

　
役
場
産
業
振
興
課
特
産
振
興
係

情報＊満載

４月の行事予定

５月号は５月６日発行予定です

国
を
守
る

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
一
般
曹
候
補
生

■
受
験
資
格
■
日
本
国
籍
を
有
す

る
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
限
■
５
月
10
日
（
火
）

ま
で

■
試
験
日
■
５
月
20
日
（
金
）
～

29
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

▼
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

■
受
験
資
格
■
日
本
国
籍
を
有
す

る
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
限
■
４
月
14
日
（
木
）

ま
で

■
試
験
日
■
４
月
23
日
（
土
）・

24
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
い
合
わ
せ
■

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

　

北
地
区
隊
☎
５
４
‐
５
６
１
７

　

役
場
総
務
企
画
課
生
活
安
全
係

園
開
放
「
エ
ミ
ナ
」
の
お
知
ら
せ

う
れ
し
ぱ
保
育
園
ぴ
っ
ぷ
で

お
友
達
と
遊
び
ま
せ
ん
か
？

　

０
歳
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
未
就

園
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
月
１

回
、
園
開
放
「
エ
ミ
ナ
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
保
育
園
の
お
友
達

と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
■
５
月
12
日
（
木
）
10
時

～
11
時
30
分
ま
で

 6㈬ 春の交通安全街頭巡回 ～ 15日
  7：30　 町内一円

  中央学校開校式
  10：00　 同校

　7㈭	 中央学校入学式
  10：00　 同校 
  中央学校後期課程進級式
  11：00　 同校

 15㈮ 狂犬病予防注射 ～ 16日
  9：00　 町内各所

 19㈫ 自衛隊協力会総会
  18：00　 福祉会館（大講堂）

 21㈭ 白寿大学始業式・自治総会
  9：30　 福祉会館（大講堂）

  23㈯ ぴぴの路整備作業
  9：00　 村上山公園駐車場

 26㈫ 第22回農業委員会総会
  9：00　 役場（議場）

  27㈬ 防犯協会総会
  16：00　 福祉会館（大講堂）

  交通安全協会総会
  18：00　 福祉会館（大講堂）

 28㈭ 交通安全網の目ローラー作戦
  11：00　 国道40号トラックスケール

※変更になる場合がありますので、無線放送など
　にご留意ください。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入場
　制限を設けている場合もあります。

ご
注
意
く
だ
さ
い

旭
川
中
央
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
新
入
学
期
に
お
け
る
事
故
防
止

　

４
月
は
入
学
、
就
職
、
人
事
異

動
な
ど
、
新
し
い
地
域
で
生
活
を

開
始
す
る
人
も
多
く
い
る
と
思
い

ま
す
。

初
め
て
通
る
場
所
で
は
信
号
や
標

識
を
見
落
と
し
た
り
、
安
全
確
認

が
不
十
分
に
な
り
や
す
い
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
旭
川
中
央
警
察
署

☎
２
５
‐
０
１
１
０

　
   

情
報
提
供
を

　
　

 

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　　
広
報
係
で
は
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

や
ま
ち
の
話
題
を
広
報
紙
を
は
じ

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
広
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
、
比

布
町
を
町
内
外
に
広
く
紹
介
・
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　

町
で
は
、
広
報
紙
な
ど
の
発
行

や
記
録
、
情
報
収
集
の
た
め
、
取

材
・
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
職
員
が
赤
地
に
白
く
「
比

布
町
」
と
書
か
れ
た
腕
章
を
着
用

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
取
材
な
ど
で
得
た
資
料

は
、
次
の
利
用
目
的
の
範
囲
で
使

用
し
ま
す
。

■
町
の
刊
行
物　

広
報
紙
・
議
会

だ
よ
り
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど

■
各
種
資
料
と
し
て
の
活
用

■
そ
の
他
の
目
的　

報
道
提
供
・

広
告
・
出
版
物
・
ポ
ス
タ
ー 

■
問
い
合
わ
せ
■

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
広
報
係

24 25 April 2022　広報ぴっぷ広報ぴっぷ　April 2022



求人募集
求人募集情報は、町図書館玄関、農村環境改善センターロビー、比布駅、
くるみ保育園、旭川信金比布支店で掲示しているほか、町のホームペー
ジでも掲載しています。ぜひ、お問い合わせください。
　　　　　【問い合わせ】　産業振興課商工労働係　☎８５‐４８０６

■社会福祉法人大悲会　
　東町２丁目　☎ 85-3147
□介護スタッフ
内容 /老人介護
勤務先 /あそか苑、無憂苑
勤務 /早番 7：00 ～ 15：30
　　　日勤 8：40 ～ 17：30
　　　遅番 10：30 ～ 19：00
　　　夜勤 17：00 ～ 9：00
資格 /介護関係資格がなくても可
給与 /高卒 15 万 2,800 円～
□デイ・サービススタッフ
内容/入浴・レクリエーション手伝い
勤務先 /あそか苑
勤務 /８：40 ～ 17：00
　　（隔週土曜は８：40 ～ 16：20）
資格 /介護関係資格がなくても可
給与 /時給 900 円～
□調理スタッフ
内容/給食調理業務
勤務先 /あそか苑
勤務 /早番 5：40 ～ 12：30
　　　日勤 10：00 ～ 18：30
　　　遅番 10：30 ～ 19：00
資格 /調理師資格がなくても可
給与 /高卒 15 万 600 円～

■旭川合同自動車株式会社　
　☎ 24-2211
□タクシー乗務員
勤務 /24時間・希望時間帯シフト制
資格 /22 歳以上
　　　普通免許（２種あれば尚可）
　　　（当社負担で２種取得可）
給与 /15 万 3,000 円以上
　　（未経験者・６ヵ月間18万円保証）

■株式会社　荒尾
  中町２丁目　☎ 85-2142
□調理補助
内容 / レストラン調理場での簡単な
調理補助、など
勤務先 /ばらえてぃきっちん紙風船
勤務 /８：30～ 20：00の間で応相談
資格 /マイカー通勤できる方
時給 /890 円～

（日祭日 900 円・19 時以降 30 円割増）

■山崎電機株式会社
　☎ 01658-6-5323
□作業員
内容 /電気工事業（屋内外電気工事）

勤務先 /会社：愛別町字南町 13 番
勤務 /基本８：00 ～ 17：00
　　　※時間外勤務あり
資格 /普通自動車免許

（第一・二種電気工事士あれば尚可）
給与 /月給　18 万 5,000 円
　　　（基本給 15 万円＋現場手当
　　　3万 5,000 円）昇給、賞与、
　　　その他手当あり
■株式会社コタニ工業　
　基線４号　☎ 54-1555
□鉄骨建築作業員
内容/鉄骨建築、ガレージなど制作
　　　組立
勤務 /８：00～ 17：30
資格 /普通自動車免許
給与 /18 万～ 35 万円

■茂田石油株式会社
　当麻町宇園別 1区　☎ 58-8123
□日勤 /ガソリンスタンドスタッフ
内容/ガソリンスタンドの給油監視、
　　　管理業務（ＰＣ使用）他
勤務先 /当麻町宇園別 1区
　　　　（Ｒ 39 セルフＳＳ）
勤務 /８：00 ～ 19：00 の間で
　　 ６時間程度
資格 /危険物乙４免許所有者優遇
時給 /960 円～
□モダオート工場内作業スタッフ
内容 / パーツショップ含む工場内で
の軽作業（美装、洗浄、梱包など）
勤務先 /当麻町宇園別 1区
　　　　（モダオート）
勤務 /9：00 ～ 17：00 の間で応相談
資格 /普通自動車免許（MT 可）
時給 /900 円～

■社会福祉法人
　比布町社会福祉協議会　
　北町１丁目　☎ 85-2943
□ヘルパー（訪問介護員）
内容 /訪問介護
勤務 /８：30～ 17：00（土日祝日あり）
資格 /ヘルパー初任者研修修了者
　　　以上
時給 /1,200 円～
■有限会社遠藤農産　
　北１線８号　☎ 85-2193
□作業スタッフ
内容 /なめこ・まいたけ栽培作業
勤務 /①８:00 ～ 12:30

　　　②８:00 ～ 15:00　
資格 /18 歳以上
時給 /889 円～

■株式会社ノウリエ
　北 3線 10 号　☎ 85-4615
□パート（接客、調理補助）
内容 /接客、調理補助
勤務先 /いちごと Kaori と洋菓子店

（基線 5号）
勤務 / 週 3 回、8：30 ～ 17：00（こ
の時間帯で 5～ 6時間程度の勤務）
時給 /900 円

■ファーマーズマーケット
　ナナプラザ
　新町 4丁目　☎ 74-7757
□販売スタッフ
内容 / 農産物の販売、品出し、軽食
の提供など
勤務 /9：00 ～ 17：00
資格 / 高校生以上、土日祝日勤務の
可能な方
時給 /900 円、土日祝日 930 円

■有限会社ヘルプ
　グループホーム福寿草
　旭川市永山 2条 23 丁目 1番 22 号
　☎ 40-4077
□介護職員（準正社員・パート）
内容 /生活介助など
勤務 /① 7：00 ～ 16：00
　　　② 8：30 ～ 17：30
　　　③ 9：00 ～ 18：00
　　　　/10：00 ～ 19：00
資格 /年齢、経験不問、初任者研修
　　　（ヘルパー 2級）以上歓迎
給与 /準正社員：14 万 5,000 円～　　　
　　　パート：時給 890 円～
　　　※ともにその他手当有

旭
川
大
雪

連
携
中
枢
都
市
圏
誕
生

　

本
町
は
令
和
４
年
１
月
に
、
旭

川
市
と
の
間
で
旭
川
大
雪
連
携
中

枢
都
市
圏
形
成
に
関
す
る
連
携
協

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

旭
川
市
を
中
心
と
す
る
上
川
中

部
圏
域
１
市
８
町
（
旭
川
市
、
鷹

栖
町
、
東
神
楽
町
、
当
麻
町
、
比

布
町
、
愛
別
町
、
上
川
町
、
東
川

町
、
美
瑛
町
）
で
の
事
業
連
携
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

定
住
自
立
圏
か
ら

連
携
中
枢
都
市
圏
へ
の
移
行

　

こ
れ
ま
で
は
平
成
22
年
10
月
に

協
定
締
結
を
行
っ
た
「
上
川
中
部

定
住
自
立
圏
」
に
よ
り
、
上
川
中

部
圏
域
１
市
７
町
（
平
成
26
年
１

月
か
ら
１
市
８
町
）
に
お
い
て
事

業
連
携
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

定
住
自
立
圏
の
取
り
組
み
と
し

て
、
医
療
や
福
祉
、
産
業
振
興
な

ど
の
分
野
で
連
携
を
行
い
、
本
町

で
は
23
項
目
の
事
業
に
つ
い
て
連

携
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
各

市
町
と
も
に
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
社
会
に
よ
り
、
医
療
提
供
体
制

の
維
持
や
産
業
の
担
い
手
不
足
解

消
な
ど
の
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
一
定

の
圏
域
人
口
を
有
し
、
活
力
あ
る

社
会
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
拠

点
を
形
成
す
る
こ
と
に
重
点
を
お

く
「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
へ
の
移

行
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
定
住
自
立
圏
か

ら
連
携
中
枢
都
市
圏
へ
移
行
さ
れ

ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み

　

本
町
と
旭
川
市
で
は
町
民
の
皆

さ
ん
が
直
接
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
や
間
接
的
に
必
要
な
生
活
機
能

の
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と

し
て
34
項
目
の
事
業
で
引
き
続
き

連
携
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

34
項
目
の
う
ち
、
主
な
連
携
事

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
二
次
救
急
医
療
の
連
携

　

夜
間
及
び
休
日
等
に
お
け
る
重

症
急
病
患
者
を
旭
川
市
内
の
公
的

医
療
機
関
が
受
入
。

■
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

　

子
ど
も
の
病
気
や
急
な
仕
事
が

生
じ
た
と
き
に
、
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
会
員
制
の
相
互
援
助
活
動

「
こ
ど
も
緊
急
さ
ぽ
ね
っ
と
事
業
」

の
実
施
。

■
手
話
奉
仕
員

　

通
訳
者
養
成
講
座

　

手
話
奉
仕
者
や
通
訳
者
の
養
成

講
座
を
実
施
。

■
成
年
後
見
制
度
の

　

利
用
支
援
体
制
充
実

　

旭
川
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
・
精

神
障
害
者
の
相
談
対
応
、
普
及
啓

発
、
申
立
な
ど
の
支
援
及
び
市
民

後
見
人
の
養
成
な
ど
を
実
施
。

◇
そ
の
他

　

産
業
振
興
や
広
域
観
光
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
広
域
的
な
公
共
交

通
網
の
構
築
、
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
移
住
促
進
な
ど

様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
本
町
を

含
め
た
上
川
中
部
圏
域
が
発
展
し

て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

連
携
中
枢
都
市
圏
の

今
後
に
つ
い
て

　

連
携
を
進
め
て
い
く
中
で
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
勢
に
よ

り
連
携
す
る
事
業
も
変
化
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今

後
、
連
携
し
て
い
く
事
業
に
変
化

が
あ
っ
た
場
合
は
、
改
め
て
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

総
務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

地
域
政
策
係

　
　
　
　
　
☎
８
５
‐
４
８
０
２

旭川大雪連携中枢都市圏で変わる地域
様々な住民サービスの連携が加速します
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・運転日
上り：５月 15 日、22 日、29 日、６月５日
下り：５月 14 日、21 日、28 日、６月４日

・運転区間
旭川駅から稚内駅（比布駅停車）

・比布駅停車時間
上り：午後２時 12 分着 午後２時 27 分発（約 15 分間停車）
下り：午前10時58分着 午前11時８分発（約10分間停車）

【問い合わせ】ＪＲ北海道永山駅
営業時間：午前７時～午後６時 50 分　☎ 48‐2041

宗
谷
線
観
光
列
車

花
た
び
そ
う
や
号

再
運
行
決
定

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
宗

谷
線
の
活
性
化
と
鉄
道

利
用
促
進
を
目
的
に
、

昨
年
は
中
止
と
な
っ
た

宗
谷
線
観
光
列
車
「
花

た
び
そ
う
や
号
」
の
運

行
を
実
施
し
ま
す
。
運

行
に
合
わ
せ
て
、
停
車

す
る
各
駅
で
は
お
も
て

な
し
が
行
わ
れ
、
比
布

駅
で
も
本
町
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ス

ノ
ー
ベ
リ
ー
に
よ
る
お

見
送
り
な
ど
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

南
・
北
比
布
駅
が

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
に
変
身

　

昨
年
３
月
13
日
に
廃
駅
と

な
っ
た
宗
谷
本
線
南
・
北
比

布
駅
で
す
が
、
そ
の
ホ
ー
ム

部
材
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
を
作
製
し
ま

し
た
。
返
礼
品
は
ホ
ー
ム
の

床
板
と
、
床
板
を
支
え
る
鉄

骨
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
古

レ
ー
ル
を
加
工
し
、
写
真
の

よ
う
な
盾
に
。
実
際
に
駅
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、

ネ
ジ
の
跡
な
ど
も
そ
の
ま
ま

生
か
し
、
実
際
に
積
み
上
げ

て
き
た
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る

逸
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

駅
そ
れ
ぞ
れ
50
セ
ッ
ト
限
定

で
作
成
。
１
枚
１
枚
に
個
別

の
ロ
ッ
ト
番
号
が
割
り
当
て

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
い
た
だ
い
た
寄
付

金
は
、
現
在
も
廃
駅
対
象
と

な
っ
て
お
り
町
で
維
持
管
理

費
を
負
担
し
て
い
る
蘭
留
駅

の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

（
ふ
る
さ
と
納
税
限
定
で
の

取
り
扱
い
で
す
の
で
、
町
内

に
居
住
の
方
は
お
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
）

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

地
域
政
策
係

　
　
　
　
　
☎
８
５
‐
４
８
０
２

初
の

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

本
町
で
は
初
と
な
る
「
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
株

式
会
社
ア
イ
・
デ
ィ
ー
・
エ

フ
様
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
、
通
常
の
ふ
る
さ
と
納
税

が
個
人
で
行
う
の
に
対
し
、

企
業
が
行
う
ふ
る
さ
と
納
税

の
こ
と
。
国
が
認
定
し
た
地

方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
企
業

が
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に
法

人
関
係
税
か
ら
税
額
控
除
す

る
仕
組
み
で
す
。
こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
各
地
方
公
共

団
体
は
地
方
創
生
に
必
要
な

資
金
を
全
国
か
ら
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
的
な
取
組

み
と
し
て
、
本
町
で
は
幼
少

期
か
ら
「
運
動
」
習
慣
を
身

に
付
け
、栄
養
価
の
高
い
「
食
」

を
通
じ
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

生
涯
に
わ
た
り
健
康
に
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
す
運

動
と
食
に
よ
る
脳
の
活
性
化

事
業
、通
称
「
ピ
ピ
カ
ツ
事
業
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
号
と
な
る
株
式
会
社

ア
イ
・
デ
ィ
ー
・
エ
フ
様
か

ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
生

涯
活
躍
の
ま
ち
の
推
進
事
業

と
し
て
、
主
に
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・

バ
イ
・
ヴ
ォ
レ
ア
ス
の
改
修

費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
同

施
設
の
改
修
で
、
ピ
ピ
カ
ツ

事
業
の
さ
ら
な
る
進
展
を
図

【
令
和
３
年
度

　
　
　
　

寄
付
企
業
様
】

・
株
式
会
社

　

ア
イ
・
デ
ィ
ー
・
エ
フ
様

・
上
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

株
式
会
社
様

・
旭
川
信
用
金
庫
様

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

地
域
政
策
係

　
　
　
　
　
☎
８
５
‐
４
８
０
２

▼企業版
ふるさと納税について

り
ま
す
。

　

な
お
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
株
式
会
社
ア
イ
・
デ
ィ
ー
・

エ
フ
様
（
代
表
取
締
役
池
田

和
宏
様
・
写
真
右
）
に
は
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

勝見 洸太さん

中央小６年

＃ 026
Katsumi    Kota

さまざまな分野で活躍する子どもたちを紹介します。

 

３
月
25
日
か
ら
５
日
間
、
長
野
県
で

開
か
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
２
２
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ア
ル
ペ
ン
競

技
に
中
央
小
学
校
６
年
（
当
時
）
の
勝

見
洸
太
選
手
が
出
場
し
、
健
闘
さ
れ
ま

し
た
。

　

勝
見
さ
ん
は
普
段
、
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー

場
で
活
動
し
て
い
る
比
布
レ
ー
シ
ン
グ

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
宅
は
ス
キ
ー
場
の
す
ぐ
近
く
と

い
う
好
条
件
で
、
幼
少
期
よ
り
ス
キ
ー

に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
や
が
て
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
に
の
め
り
込
み
、
今
で
は

毎
日
の
よ
う
に
ス
キ
ー
場
へ
行
き
練
習

す
る
よ
う
に
。

　

そ
ん
な
勝
見
さ
ん
で
す
が
「
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る
な
ん

て
、
全
く
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
」
と

の
こ
と
。
今
シ
ー
ズ
ン
前
半
は
な
か
な

か
調
子
が
上
が
ら
ず
、
結
果
が
出
な
い

大
会
が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
迎
え

た
３
月
６
日
の
カ
ム
イ
ス
キ
ー
リ
ン
ク

ス
で
の
ユ
ー
ス
Ｇ
Ｓ
大
会
で
10
位
に
食

い
込
み
、
見
事
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
北
海
道
代
表
の
権
利
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
決

ま
っ
た
こ
と
で
「
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
シ
ー
ズ
ン
前
半
に
結
果
が
出
な

い
中
で
、
今
年
は
無
理
か
な
と
も
思
っ

て
い
ま
し
た
が
…
と
て
も
前
向
き
な
姿

勢
に
な
れ
ま
し
た
」
と
、
そ
の
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
「
行
け
な

か
っ
た
人
の
こ
と
も
考
え
て
、
今
で
き

る
全
力
を
出
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

軽
い
気
持
ち
で
臨
ま
な
い
よ
う
に
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
勝
見
さ

ん
。「
ま
ず
は
北
海
道
の
ラ
イ
バ
ル
た

ち
に
勝
ち
た
い
！
」
と
決
意
を
新
た
に

長
野
へ
乗
り
込
み
ま
し
た
。

い
つ
の
日
か
、
ス
キ
ー
と

い
ち
ご
の
町
比
布
町
を
代

表
す
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
に

な
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
、
全
力
で
滑
り
続
け

る
勝
見
さ
ん
の
活
躍
を

こ
れ
か
ら
も
見
守
り

ま
す
。

比
布
町
教
育
奨
励
賞

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

　

令
和
３
年
度
比
布
町
教
育
奨
励

賞
が
11
名
の
方
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。
同
奨
励
賞
は
日
常
に
お
け
る

努
力
と
精
進
に
よ
り
文
化
活
動
及

び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
方
に
町
教
育
委

員
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
す
。

【
受
賞
者
一
覧
】

○
山
田 

萌
華　

さ
ん

第
50
回
ゴ
ー
セ
ン
杯
争
奪
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
２
０
２
１
出
場
ほ
か

○
山
口 

歩
琉　

さ
ん

MATSUDA-BALL 
CHAMPIONSHIP

２
０
２
１
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
交
流
大

会
出
場

○
田
中 

芽
依　

さ
ん

○
山
田 

玲
華　

さ
ん

令
和
３
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大

会
・
第
52
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
出
場
ほ
か

○
川
本 
菜
々
美　

さ
ん

JAPAN 
CUP

２
０
２
１
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権
大
会
出
場

○
大
石 

陽
斗　

さ
ん

○
長
尾 

健
吾　

さ
ん

第
21
回
東
北
・
北
海
道
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
中
学
生
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
並

び
に
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ッ
プ
東
北
・

北
海
道
選
抜
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
出
場
ほ
か

○
山
口 

愛
結　

さ
ん

第
12
回
西
日
本
選
抜
女
子
学
童
野

球
岡
山
大
会
出
場

○
梅
澤 

満
喜　

さ
ん

大
山
名
人
杯
争
奪
第
20
回
全
国
小

学
生
倉
敷
王
将
戦
出
場

○
松
浦 

琉
夏　

さ
ん

第
19
回YONEX 

CUP 

瑞
浪
・
土

岐
市
長
全
国
中
学
校
選
抜
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
出
場
（
山
田
玲
華　

さ
ん
も
出
場
）

○
勝
見 

洸
太　

さ
ん

JOC

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
２
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
出
場

今年度第１号山田萌華さん
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　複業マッチングプラットフォーム「複業クラウ
ド」を展開するベンチャー企業株式会社 Another 
works（本社：東京都　代表取締役 CEO 大林尚朝）
と３月 25 日に連携協定を結びました。
　この連携は、自治体に複業人材を登用する実証
実験を行うもので、北海道初の取り組みとなりま
す。本町では、「マーケティングアドバイザー」

と「ＳＮＳアド
バイザー」の２
職種で複業人材
の公募し、地域
課題の解決に取
り組んでまいり
ます。

北海道初！複業クラウド導入で民間人材活用

（株）Another works と連携協定を締結

北海道青年農業者会議で

今野勝貴さん（４区）が優秀賞を受賞

　北海道青年農業者会議が１月 26 日に札幌市で
開かれ、土地利用部門のプロジェクト発表におい
て、町内で農業を営む今野勝貴さんが「えみまる
ポットだけど大丈夫」と題した、実践研究を発表
されました。
　大規模な水稲生産作業を効率よく収穫するた
め、２つの試験栽培を行って比較した結果を発表

し、優秀賞を受賞。３月
17 日、役場庁舎内で表彰
状が伝達されました。今
野さんは、「多くの方のご
協力のもとでなし得られ
たこと」と受賞の喜びを
語りました。

体育施設の除排雪作業　ありがとうございます

新島工業株式会社に感謝状を贈呈

◆
２
０
２
２
年
ぬ
か
び
ら
源
泉
郷

ユ
ー
ス
SG
・
GS
競
技
大
会

（
２
月
20
日
・
上
士
幌
町
）

【
小
学
３
・
４
年
女
子
組
】
②
勝
見

友
音

◆
第
23
回
和
寒
東
山
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

（
２
月
23
日
・
和
寒
町
）

▽
小
学
３
・
４
年
女
子
組
②
勝
見

友
音
▽
小
学
５
・
６
年
男
子
組
③

勝
見
洸
太

◆
第
39
回
あ
さ
ひ
ア
ル
ペ
ン
競
技

大
会
（
３
月
５
日
・
士
別
市
）

▽
小
学
３
・
４
年
女
子
組
①
勝
見

友
音
▽
小
学
５
・
６
年
男
子
組
①

川
本
大
翔
▽
青
年
男
子
組
③
新
井

遼◆
第
12
回
旭
川
ユ
ー
ス
SG
・
GS
競

技
大
会
（
３
月
６
日
・
旭
川
市
）

▽
小
学
５
年
・
６
年
男
子
組
⑩
勝

見
洸
太

※
勝
見
選
手
は
、
３
月
25
日
か
ら

長
野
県
で
開
催
の
全
国
大
会
に
出

場
し
、
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
58
回
北
海
道
高
等
学
校
イ
ン

ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
３
月
12
日
・
釧
路
市
）

【
個
人
】
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス 

①
平

野
心
海
（
旭
実
高
）

◆
第
53
回
町
民
ス
キ
ー
大
会

（
３
月
20
日
・
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
）

【
大
回
転
競
技
・
ス
ノ
ー
ス
ク
ー

ト
】
①
福
地
正
嗣
②
浅
野
仁
志
③

村
上
博
昭
【
大
回
転
競
技
・
ス

キ
ー
】
▽
男
女
混
合
幼
児
①
滝
沢

心
菜
②
久
保
光
汰
朗
③
定
岡
岳
▽

小
学
校
低
学
年
女
子
①
畠
山
凛
花

②
中
野
紗
和
③
久
保
里
亜
那
▽
小

学
校
低
学
年
男
子
①
滝
沢
育
大
②

久
保
槙
之
丞
③
野
内
陽
向
▽
小
学

校
高
学
年
女
子
①
勝
見
友
音
②
前

原
芽
依
▽
小
学
校
高
学
年
男
子
①

高
橋
琥
虎
②
上
道
敬
翔
③
野
内
陸

来
▽
中
学
生
男
子
①
前
原
亘
②
吉

田
恵
悟
③
野
内
海
成
▽
一
般
女
子

Ｂ
①
上
道
と
も
み
②
滝
沢
麻
未
▽

一
般
男
子
Ａ
①
定
岡
伸
之
▽
一
般

◆　
　

◆　
　

◆

▼
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
ぴ
っ
ぷ
町
青
年
部
の

会
員
が
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
融

雪
剤
を
散
布
。
い
ち
ご
っ
こ
も

雪
ど
け
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

▼
１
年
間
、
こ
つ
こ
つ
と
会
員

ら
が
集
め
た
リ
ン
グ
プ
ル
21
・

２
キ
ロ
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
贈
。
車
い
す
を
贈
る
運
動
の

一
部
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

寿
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

リ
ン
グ
プ
ル
を
寄
贈

3.19

◆　
　

◆　
　

◆

3.17
Ｊ
Ａ
ぴ
っ
ぷ
町
青
年
部

融
雪
剤
散
布
の
奉
仕
作
業

まちの話題や情報など、身近なニュースを広報係にお知らせください。

男
子
Ｂ
①
廣
瀬
幸
寛
②
藤
本
敏
之

▽
一
般
男
子
Ｃ
①
福
嶋
顕
勝
②
奥

野
薫
③
宮
武
秀
夫【
大
回
転
競
技
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
】
▽
一
般
男
子
①

福
地
正
嗣
②
野
内
武
③
宮
町
岳
志

【
ペ
ア
ス
キ
ー
競
技
】
①
野
内
海

成
・
吉
田
恵
悟
②
畠
山
凛
花
・
畠

山
仁
③
野
内
陽
向
・
野
内
陸
来

◆
第
41
回
全
道
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
和
寒
大
会

（
３
月
21
日
・
和
寒
町
）

▽
小
学
３
・
４
年
女
子
組
①
勝
見

友
音

◆
退
団
記
念
剣
道
大
会

（
３
月
22
日
・
青
少
年
会
館
）

【
個
人
】
▽
小
学
１
年
生
①
上
田

星
②
青
木
理
音
③
佐
藤
日
咲

▽
小
学
２
・
３
年
生
②
中
野
紗
和

③
畠
山
凛
花
・
青
木
結
愛

▽
小
学
４
・
５
年
生
①
畠
山
仁
②

寒
河
江
冴
六
③
久
保
田
琉

▽
小
学
６
・
中
学
生
①
寒
河
江
朔

丸
②
小
菅
生
竜
摩

【
団
体
】
①
佐
藤
日
咲
・
西
本
凛
・

寒
河
江
冴
六
・
久
保
田
琉
・
小
菅

生
竜
摩

行
政
機
構
図
を
本
紙
に
折
り
込

み
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。（
４
月
１
日
付
）

町
職
員

新
規
採
用

教
職
員
の
退
職
・
転
出
異
動

【
中
央
小
学
校
】

■
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

▽
紺
野
元
樹
（
校
長
）

▽
下
原　

浩
（
教
諭
）

▽
福
島
康
文
（
教
諭
）

■
転
出
者

▽
吉
村
奈
津
恵
（
旭
川
市
永
山

東
小
）

▼
大
回
転
競
技
と
ペ
ア
ス
キ
ー

競
技
に
約
30
人
が
参
加
し
た
町

民
ス
キ
ー
大
会
。
残
り
わ
ず
か

と
な
っ
た
今
シ
ー
ズ
ン
の
滑
り

を
爽
や
か
に
楽
し
み
ま
し
た
。

3.20
シ
ー
ズ
ン
も
わ
ず
か

第
53
回
町
民
ス
キ
ー
大
会

◆　
　

◆　
　

◆

▼
昭
和
28
年
４
月
に
発
足
し
た

婦
人
会
連
絡
協
議
会
。
最
後
と

な
っ
た
総
会
に
は
約
30
人
が
出

席
し
、
長
年
続
い
た
歴
史
に
幕

が
お
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

3.22
68
年
の
歴
史
に
幕

定
期
総
会
並
び
に
解
散
式

◆　
　

◆　
　

◆

【
比
布
中
学
校
】

■
転
出
者

▽
石
本
邦
美
（
旭
川
市
近
文
第

二
小
）

主事 馬
ま ぶ ち

渕　優
ゆ う か

花
総務企画課

庶務係兼財務係

主事 鈴
す ず き

木　結
ゆ う き

貴
産業振興課

観光係兼商工労働係

主事 庄
しょうじ

司　光
あ か り

璃
税務住民課
戸籍年金係

主事 津
つ く い

久井　奨
しょうた

太
建設課

維持係兼土木係

主事 安
あ び こ

孫子　勇
ゆ う と

斗
保健福祉課
国保医療係

　３月 14 日に新島工業株式会社の皆さんが、体
育施設の安心・安全な環境を保持するため、駐車
場の除排雪作業を無償で実施していただきまし
た。
　その善行に対して感謝の意を込めて、３月 25
日に役場庁舎内で贈呈式が行われると、新島工業
株式会社　代表取締役社長 秋島和彦様に村中町

長から御礼の言
葉と感謝状が手
渡されました。

30 31 April 2022　広報ぴっぷ広報ぴっぷ　April 2022



●発行　比布町
●編集　総務企画課まちづくり推進室広報係
    〒 078-0392
    北海道上川郡比布町北町１丁目２番１号
    ☎ 0166-85-2111( 代表 )
      0166-85-4801・4802( 総務企画課直通 )
●ホームページ
    http://www.town.pippu.hokkaido.jp
●Ｅメール
    ichigo@town.pippu.hokkaido.jp

広報ぴっぷ ４月号 № 763
 ２０２２(令和４)年４月６日

　４月になりました。新しい場所、新
しい人間関係で新たな一歩を踏み出さ
れる方も多いのではないでしょうか？
この広報紙も来月号から新たなメン
バーを加えて作ることになりました。
ぜひ取材で訪れた際には、気軽にお声
かけいただければ幸いです。もうすぐ
北海道でも本格的な春の訪れを感じら
れそう陽気。なんだか、ちょっとだけ
心浮かれる今日この頃。

■表紙のことば■

― 

卒
園
・
卒
業

　
　
　
お
め
で
と
う 

―

　町では、各種ＳＮＳで、町から
のお知らせや、各種行事の様子な
どを発信しています。
　カラー写真や動画など、広報紙
では伝えきれない比布町の「魅力」
を日々お届け。ぜひご覧ください。

■比布町公式ＳＮＳ■

Ｔｗｉｔｔｅｒ

日々の出来事か
ら、防災情報ま
で色々発信中。

Ｆａｃｅｂｏｏｋ

町内の話題や、
防災情報を随時
お知らせ。

Ｆａｃｅｂｏｏｋ
（まちある記フォトニュース）

イベントや行事
の様子をお届け。

ＬＩＮＥ公式アカウント

町からのお知ら
せや、防災情報
をお届け。

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

比布町の「映え
る」風景や町の
様子を投稿。
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